
市の花／つつじ 

【書の心●～五風十雨（中国古典）～】 
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　五日に一度適当な風が吹き、十日に一度適
度な雨が降るの謂です。気候のすこぶる順調
なことを言い、また世の中が良く治って平和
であることに譬えられています。原文は五日
一風十日一雨です。 
　書作にあたっては平明な行書でまとめてみ

ました。 
　むかし書聖と仰がれた王羲之の書き残した
諸帖（お手本）があります。均斉で温和、整っ
た字形は彼の本領です。そうした王羲之の書
に一歩でも近づきたいという念願のもと書い
たものです。 
　　　　　　　　　　　　　　　　高木大宇 

たか　ぎ　だい　う 

いわれ しょせい おう ぎ　し 

きんせい しょじょう 

たと 



岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲８月４日、中学生平和祈念派遣

団の結団式が行われ、皆さんが

心を込めて折った２８,２００羽の

折鶴が子どもたちに託されました。

派遣団は、８月９日（水）に行われ

た長崎原爆犠牲者慰霊平和祈

念式典で折鶴を捧げて平和を

祈りました。 
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裏表紙 山内一豊・千代 紀行 
「一豊初所領地　唐国」 

市政の窓 ６ 

１日１０００歩多く歩こう！ ３ 

老人週間 
上級救命講習会を開催します 
第３９回市民体育祭を開催します 
基本健康診査・住民検診・歯科健康診査 
いわくらフリーマーケットを開催します 
農業体験塾生を募集します 
市民文化祭の作品を募集します 
生け垣づくりに補助金を交付します 
障害者の福祉サービスが変わります 
市民ギャラリー・ミニステージ情報 
福祉用具の対象品目が変更されました 
水道料金口座振替の再振替を実施します 
事業系ごみは適正に処理しましょう 
防犯対策助成金交付制度をご利用ください 
無料耐震診断、耐震改修工事に補助します 
快適な生活環境のために下水道接続を 
あいち下水道フェア 

…６ 
…７ 
…７ 
…８ 
…９ 
…９ 
…１０ 
…１０ 
…１１ 
…１１ 
…１１ 
…１１ 
…１２ 
…１３ 
…１３ 
…１４ 
…１５ 

男女共同参画をめざして 
法の下の平等 

オーストリアのパン 

健康いわくら２１　～アルコール編～ 

１６ グーテンターク 

１７ 保健師すこやか日誌 

１７ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２６ 

学校通信 
曽野小学校 

２８ 

フォトニュース 
手作り楽器でセントラル愛知交響楽団 
メンバーとコラボレーション！・岩倉山車 
夏まつり・水辺まつり２００６ 

２９ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １８ 

いざというとき救急医療情報センター 
結核予防週間　　　　　　　　　ほか 

健康 ２１ 

新規開業特別相談会 
公益通報者保護法 
屋外広告物のルール 
不用品データバンク 
やめよう迷惑駐車 
指名競争入札結果 
ストップ・ザ交通事故  秋の交通安全県民運動 
図書館ニュース 
教育相談・子育て相談・市民相談　ほか 
 

相談・その他 ２２ 

労働関係基本講座受講者 
第１５回市民登山教室参加者 
スポーツ少年団に参加しませんか ほか 

募集 １９ 

岩倉母親大会「ガラスのうさぎ」上映 
図書館人形劇フェスティバル　　 ほか 

催し １８ 
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岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
平
成
１６
年
に
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康

い
わ
く
ら
２１
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　「
健
康
い
わ
く
ら
２１
」
で
は
、「
運
動
」、

「
栄
養
」、「
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康
」、

「
ア
ル
コ
ー
ル
」、「
た
ば
こ
」、「
歯
の
健

康
」
の
６
つ
の
生
活
習
慣
の
改
善
と
「
糖

尿
病
」、「
循
環
器
疾
患
」、「
が
ん
」
の
３

つ
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
目
標
を
設
定
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
具
体
的
な
ポ

イ
ン
ト
や
行
政
の
役
割
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
中
か
ら
「
運
動
」
に

つ
い
て
の
市
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、

あ
な
た
も
今
日
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。 

健
康
い
わ
く
ら
２１
「
運
動
編
」
 

み
ん
な
の
「
な
れ
た
ら
い
い
な
」
 

　楽
し
み
な
が
ら
運
度
が
で
き
、高
齢
に
な
っ
 

　て
も
健
康
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
 

Ⅰ
　
意
識
的
に
身
体
を
動
か
そ
う
 

①
万
歩
計
を
つ
け
て
み
よ
う
 

②
今
よ
り
１
日
１
０
０
０
歩（
約
６
〜
１０

分
）
多
く
歩
こ
う
 

③
１
日
１
回
以
上
徒
歩
で
外
出
し
よ
う
 

④
自
分
の
体
に
関
心
を
持
ち
、
生
活
習

慣
を
見
直
そ
う
 

Ⅱ
　
一
緒
に
運
動
す
る
仲
間
を
つ
く
ろ
う
 

①
い
ろ
い
ろ
な
場
に
出
か
け
よ
う
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
よ
う
 

 
市
で
は
、
日
常
生
活
で
誰
で
も
取
り
組

み
や
す
い
、
歩
け
歩
け
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
 

「
1
0
0
0
歩
マ
ッ
プ
」と「
岩
倉
市
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
」が
で
き
ま
し
た
 

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
１
日
に

１
万
歩
歩
く
と
良
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
家

事
な
ど
の
日
常
生
活
で
も
２
〜
３
千
歩
は

歩
い
て
い
ま
す
が
、
あ
と
７
〜
８
千
歩
歩

こ
う
と
意
識
し
な
い
と
な
か
な
か
１
万
歩

に
は
届
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
１
日
１

万
歩
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
と
き
に
、
保
健

推
進
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
イ

デ
ア
が
「
１
０
０
０
歩
マ
ッ
プ
」
で
し
た
。
 

　
「
１
０
０
０
歩
マ
ッ
プ
」
は
１
０
０
０

歩
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
を
紹
介

し
た
地
図
で
す
。
各
地
区
の
保
健
推
進
員

の
皆
さ
ん
が
実
際
に
歩
い
て
歩
数
を
計
っ

て
い
た
だ
い
た
２４
か
所
の
コ
ー
ス
を
選
定

し
、
五
つ
の
小
学
校
区
毎
に
「
１
０
０
０

歩
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
マ
ッ
プ
に
は
コ
ー
ス
付
近
の
見
所
な

ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
家
の
近
く
の
身

近
な
コ
ー
ス
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
が
で
き
ま
す
。
 

　
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
五
小
学
校
区

の
１
０
０
０
歩
マ
ッ
プ
全
て
を
掲
載
し
、

体
調
チ
ェ
ッ
ク
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
準
備
や
基
本
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
を
中
心
に
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
た
の
が
「
岩
倉
市
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ガ
イ
ド
」
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
人
必
見
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。
 

　
「
１
０
０
０
歩
マ
ッ
プ
」
と
「
岩
倉
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
」
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
 

健康いわくら21　－運動編－ 
●問合先　保健センター（☎３７－３５１１）まで。 

▲１０００歩マップと岩倉市ウォーキングガイド 



健康増進のためなら、
１日３０分のウォー
キングを週２日以上
行うのが目安です。 

ウォーキングは体に
無理な負担をかけな
い、理想的な有酸素
運動です。 

１本の線の上を歩く
つもりで大股で少し
汗ばむぐらいに歩き
ましょう。 
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「
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
 

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
 

　
市
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
き

っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
い
き

い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
準
備
運
動
を
し
て
保
健
師
と
一
緒
に

五
条
川
沿
い
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

　ワーキングシューズやウォーキ
ングシューズの中から選ぶことを
おすすめします。 

●
と
き
・
と
こ
ろ
 

★
八
剱
憩
い
の
広
場
…
１０
月
２５
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
〜
１０
時
 

★
お
祭
り
広
場
…
１０
月
２６
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
１０
時
 

※
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
 

１０００歩を増やすための一工夫 
・一つ前の駅で降りて歩く。 
・エレベーターを使わない。 
・階段（まずは下り）を積極的に使う。 
・近くの買い物は歩いて行く。 
・万歩計をつけて歩数を気にする。 

背
す
じ
を
の
ば
し
て
姿
勢
よ
く

背
す
じ
を
の
ば
し
て
姿
勢
よ
く
 

やや前方を 
見てあごを 
引く 

ひじを曲げて 
腕を軽く振る 

かかとから着地 つま先で蹴り出す 

背
す
じ
を
の
ば
し
て
姿
勢
よ
く
 

やや前方を 
見てあごを 
引く 

ひじを曲げて 
腕を軽く振る 

かかとから着地 つま先で蹴り出す 

ウォーキングの基本フォーム

ウォーキングに良い靴は… 
 ★足のアーチを支える靴 

★はいた時に、足の指が動かせる靴 
★かかとがしっかり支えられる靴 

縦のアーチ 

縦（土踏まず）のアーチ 

横のアーチ 
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９
月
１５
日
（金）
〜
２１
日
（木）
 

老
人
週
間
 

【
敬
老
金
】
 

　
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
、
次
の
年
齢
（
平

成
１８
年
１２
月
３１
日
現
在
）
の
人
に
敬
老
金

を
支
給
し
ま
す
。
 

★
８０
歳
…
５
千
円
 

★
８８
歳
…
２
万
円
 

★
９９
歳
…
３
万
円
 

★
１
０
０
歳
以
上
…
５
万
円
 

※
敬
老
金
の
支
給
対
象
の
人
に
は
、
市
か

ら
支
給
方
法
に
つ
い
て
、
案
内
文
を
送
付

し
ま
す
。
 

●
受
領
方
法
　
 

　
８０
歳
の
人
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
支

会
行
事
の
時
に
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
支
会

の
役
員
さ
ん
や
地
域
の
民
生
委
員
が
お
届

け
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
８８
歳
、
９９
歳
、
１
０
０
歳
以
上

の
人
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
居
宅
訪
問
で

お
渡
し
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
、
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
岩
倉
市
敬
老
会
の

会
場
で
の
敬
老
金
の
受
け
渡
し
は
行
い
ま

せ
ん
。
 

※
こ
れ
ま
で
８０
歳
以
上
の
人
に
支
給
し
て
 

※送迎バスの臨時乗車場所は上記のとおりですが、地区にかかわらずお近くの乗車場所へおい
でください。また、時間につきましては変動することがありますので、あらかじめご了承くだ
さい。なお、上記に記載の無い地区にお住いの人は、徒歩、自転車等で会場までお越しくださ
いますようご協力をお願いします。 

１号車
 

 
 

２号車 
 
 

３号車
 

 
 

４号車 
 

５号車 
 

６号車 
 
 
 

７号車 
 

東新町 
中本町 
井上町 
神野町 

本町・中野町 
東町 
稲荷町 
曽野町 
大市場町 
五条町 
大山寺町 
下本町 
北島町 
野寄町 
川井町 

大地町・南新町 
石仏町 

八剱町 

ナフコ不二屋岩倉店前 
中本町南側バス停前 
井上会館前 
神野会館東 
信貴山（宝生寺）前 
東町会館前 
角善の前 
神明社前 
大市場橋西 
大山寺駅西 
国衙公園東 
岩倉駅東旧キトウ書店前 
北島町公会堂前 
野寄町公会堂前 
白山社前 
スギ薬局前 
石仏駅西 
長遠寺前 
八剱憩いの広場東 

８：５０ 
９：２０ 
８：５０ 
９：００ 
９：１０ 
９：２０ 
８：５０ 
９：１０ 
８：５０ 
９：１０ 
９：２０ 
９：００ 
８：４０ 
８：５０ 
９：００ 
９：３０ 
８：４０ 
８：５０ 
９：２０ 

号車 地区 臨時乗車場所 時刻 

       
老
人
福
祉
法
で
は
９
月
１５
日
（金）
か
ら
２１

日
（木）
ま
で
の
期
間
を
老
人
週
間
と
定
め
て

い
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
こ
の
老
人
週
間
に
あ
わ

せ
て
、
次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。
 

【
岩
倉
市
敬
老
会
】
 

　
８０
歳
以
上
（
昭
和
元
年
１２
月
３１
日
以
前

生
ま
れ
）
の
人
を
お
招
き
し
て
、
長
年
に

わ
た
る
ご
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
ご
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
す
。
 

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
９
月
１８
日
（月）
午
前
１０
時
〜
正
午
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
 

●
送
迎
バ
ス
　
下
表
の
と
お
り
送
迎
バ
ス

を
運
行
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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「いきいきウォーキング」のようす「いきいきウォーキング」のようす

参加している皆さんにインタビューしました 

▲まずは準備運動、足を中心にしっかりと… 

▲自分のペースでなごやかに 

▲大野房子さん（本町） ▲伊藤敬一さん（石仏町） 

ストレッチングのポイント 
・反動はつけない。 
・呼吸は止めない。 
・伸ばす筋肉に意識を集中する。 
・やや痛みの出るところで止めて２０～３０秒数え、 
　ゆっくりと元に戻す。 

ウォーキングの効用 
・肥満の予防 
・動脈硬化の予防 
・骨粗しょう症の予防 
・転倒予防 
・気分をリフレッシュする 
・疲れにくくなる　 
・便秘改善　等 

★歩いた後のストレッチングを教えていただき、行うようになったら疲労回復が早くなりました。 
★皆さんと一緒に歩くことが励みになり、がんばって続けられます。 
★大病後、体力に自信がありませんでしたが、いきいきウォーキングに参加するようになって体力 
　がついてきたので、市民ゴルフ大会にも参加を申し込みました。 

　以前から歩くこと
が好きでしたが定期
的には歩けず、運動
不足を感じていまし
た。いきいきウォー
キングは、時間帯も
歩く距離・ペースも
ちょうどよく参加し
やすいですね。 

　回覧で知り、ずっ
と参加しています。
自分の健康のためと
思って参加していま
すが、いきいきウォ
ーキングで皆さんと
歩くことが楽しみに
なりました。ずっと
続けてほしいと思い
ます。 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
消
防
署
で
は
、
３
月
９
日
と
９
月
９
日

に
上
級
救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
上
級
救
命
講
習
は
８
歳
以
上
の
人

に
対
す
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
使
用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
お
よ

び
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
の
心
肺
蘇
生
法
、

や
け
ど
の
手
当
、
止
血
法
や
搬
送
法
な
ど

の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
身
近
に
い
る
人
が
適
切
な

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
講
習
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

　
指
導
員
は
、
救
急
救
命
士
・
救
急
隊
員

が
担
当
い
た
し
ま
す
。
 

　
受
講
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了
証
を
お
渡

し
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

●
と
き
　
９
月
９
日
（土）
、
平
成
１９
年
３
月

９
日
（金）
午
前
９
時
〜
（
８
時
間
の
予
定
）
 

●
と
こ
ろ
　
消
防
庁
舎
２
階
大
会
議
室
 

●
申
込
方
法
　
随
時
消
防
署
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

　
ま
た
、普
通
救
命
講
習
を
毎
月
９
日（
３

月
と
９
月
は
除
く
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
普
通
救
命
講
習
は
８
歳
以
上
の
人

に
対
す
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
使
用
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
や
止

血
法
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
す
で
に
受
講
さ
れ
た
人
は
、
２

年
ご
と
に
再
講
習
を
受
け
て
い
た
だ
く
事

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３
７
―
５
３
３

３
）
ま
で
。
 

い
ま
し
た
敬
老
金
は
、
高
齢
者
福
祉
事
業

全
般
の
見
直
し
に
伴
い
、
節
目
支
給
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
毎
年
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
高

齢
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
高
齢
者
居
宅
訪
問
】
 

　
高
齢
者
（
８８
歳
、
９９
歳
、
１
０
０
歳
以

上
の
人
）
の
お
宅
を
、
市
長
ま
た
は
代
理

者
が
訪
問
し
て
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
、
敬

老
金
等
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
９
月
１３
日
（水）
 

※
９０
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
高

齢
者
居
宅
訪
問
は
、
敬
老
金
の
支
給
内
容

の
変
更
に
伴
い
、
対
象
者
の
見
直
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

【
老
人
憩
の
家
臨
時
開
館
】
　
 

　
老
人
憩
の
家
（
東
町
）
、
南
部
老
人
憩

の
家
（
大
地
町
）
を
臨
時
に
開
館
し
、
催

し
物
を
行
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
９
月
２４
日
（日）
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

　
な
お
、
老
人
憩
の
家
臨
時
開
館
に
つ
い

て
は
、
老
人
憩
の
家
（
☎
３
７
―
３
８
３

４
）
ま
た
は
、
南
部
老
人
憩
の
家
（
☎
３

７
―
０
４
９
７
）
ま
で
。
 

上
級
救
命
講
習
会
を
開
 

催
し
ま
す
 

岩倉市民体育祭 
　岩倉市では、秋のスポ

ーツイベント岩倉市民体

育祭を開きます。 

　今年も開会式に参加さ

れた皆さん全員に抽選券

をお渡しし、もれなく景

品が当たる「お楽しみ抽

選会」を行います。 

　大勢の皆さんの参加を

お待ちしています。 

　なお、競技種目などは、

９月１日号と同時配布し

ています「岩倉市民体育

祭プログラム」を参考にしてください。 

●と　き　１０月１日（日）午前９時～※雨天の場合は１０月８日（日） 

●ところ　岩倉北小学校グラウンド 

●問合先　スポーツ課（総合体育文化センター内☎６６―２２２２）まで。 
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健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
日
ご

ろ
か
ら
の
健
康
管
理
と
毎
年
の
定
期
健
診

が
大
切
で
す
。 

 
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
、
基
本
健
康
診
査
と
住
民
検

診
・
歯
科
健
康
診
査
を
健
康
づ
く
り
の
拠

点
で
あ
る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
今
年
は
、
６５
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
生
活
機
能
低
下
の
把
握
検
査
を
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
介
護
保

険
制
度
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ

た
介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
恐

れ
の
あ
る
人
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

行
う
検
査
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
お
お

む
ね
１
・
５
㌔
㍍
以
上
の
地
区
に
お
住
ま

い
で
、
原
則
と
し
て
６０
歳
以
上
の
人
は
、

市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。 

　
バ
ス
で
送
迎
す
る
地
域
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。 

基
本
健
康
診
査
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
対
象
　
昭
和
４２
年
３
月
３１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
で

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
ま
た
、

現
在
医
療
機
関
で
治
療
中
の
人
は
除
き
ま

す
。 

●
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、
尿

検
査
、
身
体
測
定
、
問
診
、
血
圧
測
定
、

心
電
図
検
査
、
血
液
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
貧
血
、
肝
機
能
、
血
糖
、
腎
機

能
、
尿
酸
）、
医
師
の
診
察
、
眼
底
検
査

（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
の
み
）、Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
今
年
度
に
４０

歳
・
４５
歳
・
５０
歳
・
５５
歳
・
６０
歳
・
６５
歳
・

７０
歳
に
な
る
人
等
） 

●
費
用
　
無
料
 

●
受
付
時
間
　
午
後
零
時
１５
分
〜
１
時

３０
分
 

健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
を
！
 

基
本
健
康
診
査
・
住
民
検
診
・
歯
科
健
康
診
査
 ●

市
政
の
窓
●
 

はバス送迎対象地域です 

実施日 対象地域 実施日 対象地域 

健康を守るあなたの健診日 

９月　１日（金） 

９月　４日（月） 

９月　５日（火） 

９月　６日（水） 

９月　７日（木） 

９月　８日（金） 

９月 １１日（月） 

９月 ２７日（水） 

９月 ２８日（木） 

９月 ２９日（金） 

下本町 

八剱町・神野町 

五条町・大山寺町・大山寺本町・大山寺元町 

本町 

東新町 

中本町 

大市場町・旭町 

本町 

稲荷町 

西市町・昭和町 

１０月　２日（月） 

１０月　３日（火） 

１０月　４日（水） 

１０月　５日（木） 

１０月　６日（金） 

１０月 １０日（火） 

１０月 １１日（水） 

１０月 １２日（木） 

１０月 １３日（金） 

１０月 １６日（月） 

大市場町・旭町 

大地町 

東町 

中本町 

曽野町 

下本町 

本町 

西市町・宮前町 

稲荷町 

東新町（送迎はありません） 
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●
市
政
の
窓
●
 

●
注
意
事
項
　
基
本
健
康
診
査
受
診
券

（
は
が
き
）
を
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
で
受
診
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。 

※
血
糖
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
糖
分
は

避
け
、
飲
食
は
午
前
９
時
ま
で
に
お
願
い

し
ま
す
（
お
茶
は
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
）。 

●
検
査
の
結
果
　
約
１
か
月
後
に
、
個
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。 

※
３５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
人
（
昭
和
４２

年
４
月
１
日
〜
昭
和
４７
年
３
月
３１
日
生

ま
れ
）
で
基
本
健
康
診
査
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
有
料
（
３
千
９
０
０
円
）
で
受
診

で
き
ま
す
。 

生
活
機
能
低
下
の
把
握
検
査
 

●
対
象
　
昭
和
１７
年
３
月
３１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
 

●
検
査
項
目
　
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

理
学
的
検
査
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
 

住
民
検
診
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
対
象
　
平
成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
学
校
や
勤
務
先
な

ど
で
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は

除
き
ま
す
。 

●
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、
尿

検
査
、
身
体
測
定
、
問
診
、
血
圧
測
定
 

●
費
用
　
無
料
 

●
受
付
時
間
　
午
後
零
時
１５
分
〜
１
時

３０
分
 

歯
科
健
康
診
査
 

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

●
対
象
　
昭
和
５２
年
３
月
３１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
、
お
よ
び
妊
婦
 

●
定
員
　
４
３
０
人
 

●
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診
査
、
口
臭

測
定
、
相
談
、
指
導
 

●
費
用
　
無
料
 

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
 

●
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
ま
す
（
電
話
可
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
ま
た
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）。 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の
お
越

し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。 

〜
出
店
者
募
集
〜
 

い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
 

開
催
し
ま
す
 

農
業
体
験
塾
生
を
募
集
し
ま
す
 

 
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。 

●
と
き
　
１０
月
１５
日
（日）
午
前
９
時
〜
正
午
 

※
今
回
は
雨
天
に
よ
る
延
期
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

●
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗
（
先
着
順
） 

●
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ
た
り
間
口

３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の
予
定
 

●
募
集
期
間
　
９
月
１５
日
（金）
午
前
８
時

３０
分
〜
 

●
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤

め
で
、
高
校
生
以
上
の
個
人
 

●
出
店
費
用
 
無
料
 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】
 

 
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品
物
、

営
利
を
目
的
と
し
た
物
を
販
売
す
る
こ
と

は
禁
止
し
ま
す
。
 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、
販
売

を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
に
用
意

し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
１
人
に
つ
き
１
店
舗
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
な
お
、
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

 
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
、
退
職

後
に
農
業
の
仕
事
が
し
た
い
人
な
ど
を
対

象
に
農
業
体
験
塾
を
市
内
の
稲
荷
町
地
内

で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
農
業
体
験
塾
は
、
県
農
業
改
良
普

及
課
や
農
家
の
人
に
農
業
技
術
指
導
を
受

け
な
が
ら
作
物
を
植
え
、
育
て
、
収
穫
し

て
農
業
の
厳
し
さ
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
い
農
業
の
担
い
手
に
繋
が
る
こ
と
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
農
地
に
ま
だ
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。 

 
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
募
集
人
数
　
定
員
な
し
 

●
募
集
期
間
　
９
月
１
日
（金）
〜
９
月
１５

日
（金）
 

●
実
施
期
間
 
９
月
１７
日
（日）
〜
平
成
１９

年
１
月
下
旬
 

※
指
導
は
月
１
回
程
度
随
時
行
い
ま
す
。
 

●
参
加
費
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
苗
、
肥
料
な
ど
実
費
徴
収
。 

●
農
地
の
場
所
　
稲
荷
町
細
畑
地
内
の
畑
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。
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市
民
の
皆
さ
ん
が
文
化
活
動
の
成
果
を

発
表
す
る
場
と
し
て
、
市
民
文
化
祭
を
１１

月
２
日
（木）
か
ら
５
日
（日）
ま
で
、
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
 

 
そ
の
出
品
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
 

作
品
募
集
要
領
 

●
出
品
資
格
　
平
成
１８
年
４
月
１
日
現
在
、

満
１５
歳
以
上
で
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
人
 

●
作
品
　
各
部
門
１
人
１
点
と
し
、
未
発

表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。
 

※
た
だ
し
、
盆
栽
展
は
、
１
人
２
点
ま
で
。
 

●
申
込
方
法
　
所
定
の
出
品
申
込
書
を
生

涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
受
付
期
間
　
９
月
１
日
（金）
〜
２９
日
（金）
 

【
市
民
展
】
 

●
部
門
等
　
趣
味
の
作
品
で
部
門
、
規
格

等
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

【
美
術
展
】
 

●
部
門
及
び
規
格
　
表
の
と
お
り
 

●
審
査
　
作
品
は
美
術
展
審
査
委
員
会
に

よ
り
審
査
を
行
い
、
「
市
長
賞
」
「
美
術

展
賞
」
「
佳
作
」
を
決
定
し
ま
す
。
 

●
表
彰
式
　
１１
月
３
日
（金）
午
前
９
時
３０
分

か
ら
、
展
示
会
場
で
行
い
ま
す
。
 

【
生
花
展
・
盆
栽
展
】
 

●
種
別
　
生
花
、
盆
栽
 

●
規
格
　
自
由
 

作
品
搬
入
 

★
美
術
展
　
１０
月
３１
日
（火）
午
後
４
時
〜

６
時
 

★
市
民
展
・
盆
栽
展
　
１１
月
１
日
（水）
午
後

１
時
３０
分
〜
６
時
 

★
生
花
展
　
１１
月
３
日
（金）
午
後
１
時
３０
分

〜
６
時
 

※
い
ず
れ
も
各
展
示
会
場
へ
搬
入
。
 

作
品
搬
出
 

１１
月
５
日
（日）
午
後
４
時
〜
６
時
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      ●
補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣
　
 

 
住
宅
・
店
舗
・
事
業
所
な
ど
の
所
有
者

ま
た
は
、
借
地
権
者
が
設
け
る
も
の
で
、

公
道
に
面
し
た
延
長
２
㍍
以
上
の
生
け
垣

で
、
地
面
か
ら
９０
㌢
以
上
の
高
さ
が
あ
る

樹
木
を
延
長
１
㍍
に
つ
き
２
本
以
上
植
え
、

柵
や
支
柱
な
ど
で
固
定
す
る
も
の
が
対
象

で
す
。
 

　
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
基
礎
の
上
に
設
置

す
る
と
き
は
、
こ
の
基
礎
の
高
さ
が
、
住

宅
地
等
の
地
盤
面
か
ら
５０
㌢
以
下
が
補

助
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

●
補
助
率
と
限
度
額
 

★
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て
造
る

と
き
…
塀
の
取
り
壊
し
と
、
生
け
垣
設
置

に
か
か
る
経
費
の
合
計
の
２
分
の
１
以
内

で
、
１
㍍
当
た
り
７
千
円
、
１
件
当
た
り

１０
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

★
新
た
に
設
置
す
る
と
き
…
設
置
経
費
の

２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た
り
５
千
円
、

１
件
当
た
り
６
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。
 

※
な
お
、
工
事
着
手
前
に
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）
ま
で
。
 

市
民
文
化
祭
の
作
品
を
 

募
集
し
ま
す
 

生
け
垣
づ
く
り
に
補
助
 

金
を
交
付
し
ま
す
 

① 作品は６号以上５０号以内とする。 

② 作品は額装、または枠張りとする。 

① 作品は６号以上５０号以内とする。 

② 作品は額装、または枠張りとする（ただし、 

　平面造型などは除く）。 

① 作品は半切（４８㎝×１７６㎝）に限る（縦・横 

自由）。 

② 作品は枠張りとする。 

③ アクリルは認めない（ただし、篆刻は除く）。 

自由 

自由。ただし、平面の作品については５０号 

（一辺１１６．７㎝）以内とする。 

① 作品は四つ切り以上全紙までとする。 

② 作品は額装、またはパネル張りとする。 

③ デジタル作品は除く。 

膠彩、墨彩、その他 

油彩、水彩、版画、デザ 

イン、その他 

漢字、かな、近代詩文、 

少字数、篆刻 

彫刻・塑像 

陶芸、金工、染織、木竹 

工、人形、七宝、硝子、 

その他 

組写真も可 

日本画 

部　門 内　　　　容 規　　　　格 

洋　画 

書　道 

彫　刻 

工　芸 

写　真 

美術部門および規格 

こうさい ぼくさい 

てんこく 
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障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
 

ス
が
変
わ
り
ま
す
 

水
道
料
金
口
座
振
替
の
 

再
振
替
を
実
施
し
ま
す
 

福
祉
用
具
の
対
象
品
目
 

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
 

       
障
害
者
自
立
支
援
法
の
段
階
的
な
施
行

に
よ
り
１０
月
か
ら
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
変
わ
り
ま
す
。
 

 
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
障
害
者
自
立
支
援

法
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き
く
分

け
る
と
自
立
支
援
給
付
と
地
域
生
活
支
援

事
業
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
１０
月
か
ら
補
装
具
は
自
立
支
援
給
付
と

し
て
、
日
常
生
活
用
具
は
地
域
生
活
支
援

事
業
と
し
て
再
編
さ
れ
ま
す
。
 

●
品
目
の
見
直
し
 

　
制
度
変
更
に
伴
い
、
給
付
品
目
が
見
直

さ
れ
ま
す
。
 

★
日
常
生
活
用
具
に
な
る
も
の
 

ス
ト
マ
用
装
具
・
歩
行
補
助
つ
え
（
１
本

つ
え
の
み
）・
頭
部
保
護
帽
・
人
工
喉
頭
な
ど
 

★
補
装
具
に
な
る
も
の
 

重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置
 

★
廃
止
に
な
る
も
の
 

・
補
装
具
…
色
め
が
ね
 

・
日
常
生
活
用
具
…
浴
槽
（
湯
沸
機
）・
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 

●
利
用
者
負
担
の
変
更
 

 
利
用
者
の
負
担
は
原
則
１
割
に
な
り
ま

す
が
、
負
担
が
増
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
市

民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
月
額
負
担
上
限
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
 

　
１
か
月
の
自
己
負
担
額
が
上
限
額
を
超

え
る
と
、
超
え
た
部
分
は
負
担
し
な
く
て

も
よ
い
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。
 

 
な
お
、
補
装
具
は
、
障
害
者
の
属
す
る

世
帯
の
市
民
税
所
得
割
最
多
納
税
者
の
納

税
額
が
５０
万
円
以
上
の
場
合
に
は
、
支
給

対
象
外
と
な
り
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
９
）
ま
で
。
 

       
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
福
祉
用
具
は
身

体
の
衰
え
て
い
る
機
能
を
補
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
た
め
の
も
の

で
す
が
、
不
必
要
な
福
祉
用
具
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
生
活
機
能
が
後
退

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 
平
成
１８
年
４
月
か
ら
要
支
援
１
・
２
と

要
介
護
１
の
人
に
つ
い
て
は
、
次
の
福
祉

用
具
は
原
則
と
し
て
介
護
給
付
の
対
象
か

ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
す
で
に
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
平
成

１８
年
９
月
末
日
ま
で
の
経
過
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

●
品
目
　
特
殊
寝
台
、
車
い
す
、
床
ず
れ

防
止
用
具
お
よ
び
体
位
変
換
器
、
認
知
症

老
人
徘
徊
感
知
器
、
移
動
用
リ
フ
ト
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

       
水
道
料
金
の
口
座
振
替
は
、
現
在
、
支

払
月
の
１６
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合

は
翌
営
業
日
）
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
更

な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
今
後

は
、
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ
り
引
落
不

能
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
再
度
口
座

振
替
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
再
振
替
日
　
支
払
月
の
末
日
 

※
金
融
機
関
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
 

●
再
振
替
開
始
時
期
　
平
成
１８
年
度
第

３
期
分
か
ら
 

 
な
お
、
再
振
替
に
お
い
て
も
引
落
不
能

と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
口
座
振
替

不
能
通
知
書
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
指
定
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
、
市
役
所
３
階
水
道

課
の
窓
口
で
、
現
金
で
お
支
払
い
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
３
８
―
５

８
１
６
）
ま
で
。
 

市民ギャラリー・ミニステージ情報 

【いわくら塾活動展】 
●と　き　９月４日（月）～９日（土） 

●問合先　福冨（☎３７―２５３２）まで。 

 
【二人展！　ｐｈｏｅｍ】 
●と　き　９月１１日（月）～１７日（日） 

●問合先　粕谷（☎６６―８７００）まで。 

 
【水辺まつりカッパの絵コンテスト優秀作品展示】 
●と　き　９月１９日（火）～２４日（日） 

●問合先　奥田（☎３７―０７２３）まで。 

 
【３０代・２０代のデジタル写真サークルによる風景作品展】 
●と　き　９月２５日（月）～１０月１日（日） 

●問合先　秋山（☎３７―００２８）まで。 

・・・・・・・・市民ギャラリー・・・・・・・・ 

【お笑いユニバーサルデザイン発表会～落語会～】 
●と　き　９月９日（土）午前１０時３０分～正午 

午後１時～２時３０分 

●問合先　大野（☎３７―１０９９）まで。 

・・・・・・・・・ミニステージ・・・・・・・・・ 

は
い
か
い
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      ★
事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み

は
、
地
区
の
ご
み
集
積
場
に
出
せ
ま
せ
ん
 

　
岩
倉
市
が
行
う
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご

み
」「
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
」
と
分
別

収
集
で
出
さ
れ
た
資
源
等
の
収
集
は
、
一

般
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
と
資
源
を

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
商
店
、
事
業
所
、
工
場
な
ど
で
、
事
業

活
動
に
伴
っ
て
出
る
ご
み（
事
業
系
ご
み
）

は
、
事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
適
正
に
処

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

●
事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法
 

　
事
業
系
一
般
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄
物
以

外
の
も
の
）
の
処
理
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。
①
市
の
許
可
業
者
（
左
表
）
に
委

託
す
る
。
②
事
業
者
自
ら
が
直
接
、
小
牧

岩
倉
衛
生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
（
小
牧
市

大
字
野
口
地
内
）
に
搬
入
す
る
。
③
自
家

処
理
施
設
で
処
理
す
る
。
 

　
な
お
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
愛

知
県
の
許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
処
理
 

業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
事
業
系
ご
み
収
集
袋
を
お
使
い
く
だ
さ

い
 

　
８０
㌢
×
９０
㌢
と
大
き
め
の
サ
イ
ズ
で

す
。
事
業
者
に
限
り
市
内
の
取
扱
店
（
１５

店
舗
）で
、１
セ
ッ
ト
１０
枚
・
２
０
０
円（
税

込
）
で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
詳

し
く
は
岩
倉
市
商
工
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
こ
の
袋
で
は
一
般
の
ご
家
庭
の

ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん
。
 

●
事
業
系
ご
み
の
出
し
方
を
紹
介
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

　
市
で
は
事
業
系
ご
み
の
出
し
方
を
紹
介

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
 

 
お
持
ち
で
な
い
事
業
所
の
人
は
環
境
保

全
課
（
市
役
所
三
階
）
ま
た
は
清
掃
事
務

所
（
石
仏
町
）
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
 

        ●
問
合
先
　
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
、
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
８
）
、清
掃
事
務
所（
☎
６
６

―
５
９
１
２
）
、ま
た
は
、小
牧
岩
倉
衛
生
 

一般廃棄物処理業許可業者一覧表 平成１８年４月１日現在 

第一環境株式会社  

有限会社伸和環境  

有限会社ホテイクリーン 

木曽川環境クリーン株式会社 

ミナミ産業株式会社 

大和興業株式会社  

有限会社シンセイ 

大和エンタープライズ株式会社 

東海装備株式会社  

有限会社ケーアイ 

やまもと企画株式会社 

福田三商株式会社  

株式会社アイホク  

株式会社愛北産業  

共 栄 サ ー ビ ス  

有限会社コスモテクノ 

林 商 店  

株式会社富士商行  

トーエイ株式会社※家電４品目のみ 

株式会社中部クリーンシステム 

株式会社小牧宮崎  

ク ラ ブ ネ ッ ツ  

エコム  カワムラ株式会社 

大成環境株式会社  

株 式 会 社 幸 商  

小牧市久保一色南２－１２０ 

小牧市大字久保一色２－２５４－２ 

江南市安良町地藏７８ 

一宮市木曽川町黒田字松山東南ノ切５６ 

名古屋市西区市場木町１７４－２ 

春日井市神屋町２２９８―３４７ 

一宮市明地字東下城７８―１ 

江南市上奈良町久保１４４ 

名古屋市瑞穂区大喜町５－１７ 

北名古屋市沖村権現５ 

岐阜県可児市塩河１０５４－１ 

名古屋市南区千竃通２－１４－１ 

岩倉市曽野町７０９ 

岩倉市曽野町７０９ 

一宮市木曽川町黒田中野黒１９０ 

名古屋市守山区西川原町８２ 

一宮市大和町妙興寺字仏供田４５ 

名古屋市千種区今池３－３５－１ 

知多郡東浦町大字藤江字ヤンチャ２８－１ 

丹羽郡扶桑町大字南山名字名護根１５－１ 

小牧市元町４－１０ 

岩倉市下本町真光寺４ー１ファミール岩倉１０２ 

岐阜県安八郡輪之内町里８５－３ 

小牧市大字林字西山１９０９－７ 

岩倉市八剱町大坪５４ 

０５６８－７２－２３００ 

０５６８－４１－４１９２ 

５６－４０２８ 

０５８６－８６－８２７１ 

０５２－５０３－２９１１ 

０５６８－８８－００１０ 

０５８６－６９－３０５６ 

５４－４６１２ 

０５２－８４１－８６２７ 

０５６８－２４－０２７９ 

０５７４－６５－８３５３ 

０５２－８２５－２１１１ 

６６－２１１２ 

６６－２１１３ 

０５８６－８６－９３３９ 

０５２－７９６－３６３３ 

０５８６－４６－５１５１ 

０５２－７４５－５５５８ 

０５６２－８３－３８８０ 

９２－３８０７ 

０５６８－７３－４１７１ 

６６－５４４１ 

０５８４－６８－２０３３ 

０５６８－７８－０２７７ 

６６－５４２８ 

申　請　業　者 申　請　人　住　所 電話番号 
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
 

事
業
系
ご
み
は
適
正
に
 

処
理
し
ま
し
ょ
う
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防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
 

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６
８
―
７

９
―
１
２
１
１
）
ま
で
。
事
業
系
ご
み
収

集
袋
に
つ
い
て
は
、
岩
倉
市
商
工
会
事
務

局
（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）
ま
で
。
産
業

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
尾
張
事
務

所
廃
棄
物
対
策
課
（
☎
０
５
２
―
９
６
１

―
８
３
４
０
（代）
）
、
ま
た
は
、
愛
知
県
産

業
廃
棄
物
協
会
（
☎
０
５
２
―
３
３
２
―

０
３
４
６
（代）
）
ま
で
。
 

       
昨
年
４
月
か
 

ら
始
ま
っ
た
防
 

犯
対
策
助
成
金
 

交
付
制
度
は
、
 

今
年
６
月
ま
で
 

に
３
８
２
世
帯
 

の
人
が
利
用
さ
 

れ
て
い
ま
す
　
 

 
市
内
で
は
、
 

今
年
１
月
か
ら
６
月
末
ま
で
に
７９
件
の

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
 

 
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家
の
防
犯
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
対
象
者
　
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
）
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
 

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
口
座
番
号（
申
請
者
名
義
）

の
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印

鑑
、
品
物
等
が
わ
か
る
領
収
書
を
ご
持
参

の
う
え
、
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

      木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
 

 
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
）
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
）
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　
　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
補

助
し
ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
　
　

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
 

　
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、
（財）
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
で
、
判
定
値
を
１
・
０
以
上
と
す

る
耐
震
改
修
工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補
強

上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判
定
値
に

０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
）

に
限
る
。
 

※
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
 

●
補
助
の
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
　
平
成
１８
年

度
か
ら
住
宅
・
建
築
物
に
係
る
耐
震
改
修

促
進
税
制
の
創
設
に
よ
り
、
耐
震
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
所
得
税
の
特
別
控
除

や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
６
６
―

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。
 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
 

住
宅
対
象
 

無
料
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
 

工
事
に
補
助
し
ま
す
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      下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
ま
し
ょ
う
 

　
市
内
で
は
、
下
水
道
整
備
が
進
め
ら
れ
、

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
が
広
が
っ
て

い
ま
す
（
図
参
照
）
。
 

　
今
年
度
も
、
栄
町
、
旭
町
、
下
本
町
の

各
一
部
（
図
参
照
）
に
下
水
道
本
管
工
事

の
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
宮
前
町
の
一
部
も
下
水
道
幹
線

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工
事
に
あ
た

り
交
通
規
制
等
を
行
う
た
め
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
は
 

★
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
…
す
み
や
か

に
下
水
道
に
接
続
工
事
（
宅
内
の
排
水
設

備
工
事
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

★
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合
…
３

年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
下
水

道
に
接
続
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
 

　
現
在
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で

は
８
割
を
超
え
る
人
が
下
水
道
へ
接
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
環
境
の
た
め
に
も
、

ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

接
続
工
事
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ

の
工
事
は
岩
倉
市
が
指
定
し
た
工
事
店
で

な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
表
の
「
指
定
工
事
店
」
に
工
事
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
 

一
度
に
お
金
が
か
か
る
の
は
ち
ょ

っ
と
大
変
と
い
う
人
に
 

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
場
合

は
、
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
（
利
子
は
市

が
負
担
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

人
は
指
定
工
事
店
を
通
じ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
融
資
を
受
け
る
に
は
下
水
道
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３
年
以

内
に
行
う
接
続
工
事
が
対
象
と
な
り
、
一

定
の
要
件
が
必
要
で
す
。
 

●
融
資
あ
っ
せ
ん
額
 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円

以
内
（
浄
化
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
、

１５
万
円
以
内
を
加
算
）
 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す

る
工
事
…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か
所

増
す
ご
と
に
、
３０
万
円
以
内
を
加
算
）
 

悪
質
な
業
者
の
下
水
道
排
水
設
備
等
の
点

検
や
清
掃
な
ど
の
勧
誘
に
ご
注
意
を
 

　
宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
等
に
つ
い

て
、
点
検
や
清
掃
を
法
律
上
の
義
務
が
あ

る
よ
う
な
説
明
な
ど
を
し
て
、
各
家
庭
を
 

岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧 平成１８年８月１日現在 ４９社 

㈲ 新 井 工 業  
㈱ イ チ テ ッ ク 岩 倉 支 店  
伊藤水道工業㈱岩倉支店  
井 戸 惣 工 業 ㈱  
㈲ 今 井 工 業 所  
㈲ 内 田 水 道 設 備 工 事 店  
㈱ 江 口 組  
㈱ エ ス ケ ー シ ー  
㈱大崎工務店　岩倉支店  
㈲ 岡 田 工 業  
協 立 設 備 工 業 ㈱  
栗 本 土 木 ㈱  
㈱ 光 栄 設 備  
後 藤 設 備  
㈲ 小 森 管 工  
桜 井 工 業 ㈱  
㈱ 佐 藤 水 工 社  
㈲ 佐 藤 設 備  
三 東 設 備 工 事 ㈱  
㈱ ジェー ケ ー・サ ー ビ ス  
昭 和 土 建 ㈱ 岩 倉 支 店  
関 戸 工 業 ㈱  
㈱ 大 栄 企 業  
㈲ 大 永 設 備  
大 興 建 設 ㈱ 岩 倉 支 店  
ダ イ ス イ 設 備 ㈱  
竹 内 建 築 ㈱  
㈱ タ テ ビ シ  
㈲ 富 田 設 備  
㈱ 永 井 組 岩 倉 支 店  
永井建設工業㈱岩倉支店  
㈲ 永 田 設 備 工 業  
㈱ 丹 羽 組  
㈱ 丹 羽 工 務 店  
㈱ 長 谷 川 組 岩 倉 支 店  
㈲ 八 信 建 設  
ハ ヤ カ ワ 工 業 ㈱  
㈲ 日 野 設 備  
船 橋 設 備 ㈱  
㈱ 間 瀬 設 備 工 業  
㈱ 松 本 工 務 店  
御 幸 建 設 ㈱ 岩 倉 支 店  
明 生 工 業  
㈱ ヤ ジ マ  
㈱ 山 新 設 備  
㈲ 山 本 建 設  
㈲ ユ タ カ 設 備  
㈱ 吉 田 冷 暖 房 工 業 所  
㈱ 渡 邊 組 岩 倉 支 店  

岩倉市新柳町二丁目５６番地 
岩倉市西市町西市２６番地　メゾンサクライ１０２号 
岩倉市中本町古市場５３番地の３ 
江南市東野町郷前西１１番地 
一宮市桜一丁目１７番１０号 
小牧市若草町１０番地 
岩倉市中本町西出口１番地 
豊田市吉原町鶴喰６８ 
岩倉市中央町三丁目１５番地 
海部郡蟹江町学戸四丁目６番地 
名古屋市千種区高見１－１８－９ 
岩倉市八剱町１７２１番地の１ 
大府市共西町７丁目３６０番地 
一宮市泉１－２－７ 
岩倉市神野町川添１６番地の２ 
岩倉市西市町西野々２０番地 
小牧市小木五丁目４３６番地 
北名古屋市六ツ師松葉１１５番地 
名古屋市千種区桜が丘２２６番地 
江南市古知野町熱田２０ 
岩倉市大地新町一丁目８４番地 
岩倉市西市町桝東１０番地の２ 
岩倉市中本町南白山１番地の１５ 
北名古屋市西之保青野２４番地 
岩倉市新柳町一丁目２７番地 
名古屋市熱田区古新町２丁目７３－２ 
岩倉市東町長山１８番地の１ 
岩倉市本町宮東２８番地の２ 
名古屋市守山区新守西２００３番地 
岩倉市曽野町中街道６１７番地の１ 
岩倉市北島町１３４８番地 
一宮市今伊勢町宮後字東茶原４２－５ 
岩倉市神野町縄境７番地 
岩倉市大市場町郷廻２３４番地 
岩倉市稲荷町羽根１２番地の６ 
岩倉市八剱町樋口１７番地の１ 
一宮市桜二丁目２番１０号 
一宮市緑三丁目６番地１号 
一宮市下沼町二丁目２１番地３ 
岩倉市旭町二丁目３９番地の２ 
岩倉市大市場町順喜２７番地の１ 
岩倉市本町上郷前１９番地の３ 
一宮市春明字山前７０－１６ 
江南市宮後町砂場東２７３番地 
津島市唐臼町西島３３番地 
岩倉市野寄町７４番地 
岩倉市下本町西沼７０番地の２ 
名古屋市北区六が池町５６６番地 
岩倉市石仏町たり４５番地 

３７－０３５３ 
３７－３４４１ 
３７－１３４５ 
５６－２４７２ 

０５８６－７２－７７１２ 
０５６８－７５－０８４８ 

６６－５１０８ 
０５６５－５４－１７４６ 

３７－４８３４ 
０５６７－９５－８６８３ 
０５２－７５１－２００４ 

６６－３３３３ 
０５６２－４８－３３４４ 
０５８６－７２－８５６１ 

３７－５８２３ 
３７－２２０５ 

０５６８－７３－４１９１ 
０５６８－２２－５７２６ 
０５２－７８２－２３２２ 

５４－０５００ 
３７－６６２５ 
６６－６３３６ 
６６－３３２１ 

０５６８－２２－８２１９ 
６６－０７９２ 

０５２－６８１－６０１９ 
６６－２１１８ 
３７－２７３４ 

０５２－７９１－４６７６ 
６６－６４００ 
６６－７８４０ 

０５８６－４６－２８８８ 
３７－７０００ 
６６－０５５０ 
６６－５２２９ 
３７－３９６２ 

０５８６－７１－４４７５ 
０５８６－２４－２４５１ 
０５８６－７１－３００２ 

３７－５７６７ 
６６－１１６８ 
６６－７０１３ 

０５８６－７６－２９３５ 
５４－０２２７ 

０５６７－３１－０４２７ 
３７－３６６６ 
６６－１８６０ 

０５２－９０１－４４７６ 
６６－６４６２ 

工 事 店 名  工 事 店 所 在 地  電話番号 快
適
な
生
活
環
境
の
た
 

め
に
下
水
道
接
続
を
 



●
市
政
の
窓
●
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ま
わ
り
、
宅
地
内
の
マ
ス
を
点
検
し
て
、

「
排
水
管
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。」「
清

掃
し
な
い
と
に
お
い
が
し
た
り
、
管
が
詰

ま
っ
て
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。」
な
ど

と
言
っ
て
、
清
掃
や
修
繕
工
事
を
勧
誘
す

る
業
者
が
見
受
け
ら
れ
、
作
業
後
に
業
者

か
ら
不
当
に
高
い
費
用
を
請
求
さ
れ
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
 

　
定
期
的
に
清
掃
、
点
検
す
る
こ
と
は
大

切
で
す
が
、
市
で
は
、
依
頼
の
な
い
排
水

管
な
ど
の
点
検
や
、
排
水
管
の
清
掃
や
修

繕
工
事
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
 

★
知
ら
な
い
業
者
が
点
検
に
き
て
も
見
さ

せ
な
い
。
 

★
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
な
ど
、

相
手
の
身
元
を
確
認
す
る
。
 

★
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
よ
く
検

討
す
る
。
 

★
点
検
、
清
掃
時
に
別
の
商
品
な
ど
を
売

る
業
者
に
注
意
す
る
。
 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
工
務
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
５
）
ま
で
。
 

●と　き　９月９日（土）午前１０時～午後３時 
●ところ　五条川左岸浄化センター（右図のとおり） 
●入場料　無料 
●内　容　下水道相談、水質分析体験、浄化センター施設見学 
　　　　　他にミニＳＬ、鉄道模型、ヨーヨーつり、エアドーム、 
　　　　　モリゾー・キッコロ撮影会など多くのアトラクションが 
　　　　　ありますので、ぜひお出かけください。 
●問合先　五条川左岸浄化センター（☎０５６８－７５－２９１１）まで。 

あいち下水道フェア 

下水道が使用できる区域 

凡 例  

下水道使用可能区域 

今年度工事予定個所 
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　最近、よく聞かれるのは「オーストリアの食
べ物の中で，どんなものが懐かしく思いますか？」
この質問に対して、私はすぐに「パン」と答え
ます。もちろん、日本ではどこでもパンが買え
ますが、日本の普通のパンとオーストリアのパ
ンは全く異なります。初めて日本で食べたパンは、
あんパンでとても甘い味で大変びっくりしました。
しかしながら、日本とオーストリアのパンは一
体何が違うのでしょうか。一般的に言うと、日
本のパンは白いパンでとても柔らかく、パンの
中に詰め物が入っているか、あるいはパンの上
に何かがのっています。食パンも柔らかく、味
は私にとって、少し甘いです。では、オーストリアのパンはどうでしょうか。まずは黒パンで、堅くパ
リパリして、そのうえ一番大切なのは「味」です。オーストリアでは、さまざまなパンの種類があり、色々
な麦の種類から作られます。例えば、ライ麦、スペルト小麦、オオムギ、オート麦です。スパイスはキ
ャラウェーまたは、穀類でゴマの実、ケシの実、ヒマワリの実やカボチャの実などのパンがあります。
日本ではたいていパンの中に何か入っていますが、オーストリアのパンはもともと何も入っておらず、
そのまま食べるかチーズなどをのせます。オーストリアではパンを毎日食べます。典型的な朝ご飯はス
ライスしたパンで色々なチーズの種類など、あるいはジャムか蜂蜜などの甘いもので食べます。伝統的
な夕食はハム、スライスソーセージ、チーズ、キュウリ、トマトなどの野菜とスライスパンを食べます。
パンは付け合わせではなく、メインディッシュとして思われています。パンは毎日食べるので、長く新
鮮にするために、人々は特別なパン箱を家においています。オーストリアではどこでもパン屋の数が多
くあり、色々な種類の新鮮なパンが売られています。多くのパン屋はパン以外に、フルーツ、ナッツな
どが入っているペーストリーやケーキも売られています。パン屋はたいてい平日朝６時から、夜６時か
７時まで、土曜日は昼間まで開いていて、日曜日は閉まっています。値段は、小型の丸いパンは２５セ
ント（３６円ぐらい）、パンの塊は約２～３ユーロ（２９４円～４４１円ぐらい）です。オーストリア
のパン屋では日本と違って、客は自分でパンを取らずに、注文をして、店員はレジの後ろからパンを取
ってくれます。日本で初めてパン屋に行った時は、自分でパンを取るので大変驚きました。しかしながら、
日本とオーストリアのパンは色々異なるので、いつか機会があれば、オーストリアでぜひパンを食べて
みてください。 

オーストリアのパン 
岩倉市国際交流員 

OELBERG VIVIEN
オールベーグ　ビビエン 

Recently I have often been asked by people: "What kind of Austrian food do you miss here in Japan?" and to this 
question I only have one simple answer: "Bread"! Of course, I can get bread everywhere in Japan, but usually 
bread here and in Austria is completely different. When I first ate bread in Japan, it happened to be a bean-jam 
bun and I was truly surprised by its sweet taste. However, what is the difference between bread in Japan and 
Austria? Japanese bread is generally white bread, which is very soft and has some toppings or fillings. Plain 
bread like toast bread tastes for me a little bit sweet. But, what is bread like in Austria? The bread's color is dark, 
the consistence is hard and crunchy and the most important fact is: the taste. There are many different kinds of 
bread as it is made from the flour of various wheat types, such as rye, spelt, barley and oat. Breads may also 
contain spices like caraway seed or grains like sesame and poppy-, sunflower- or pumpkin seeds. In Japan bread 
generally has a filling but in Austria bread is sold plain, and people then even eat it plain or put various toppings 
on it. In Austria bread is eaten every day. A typical breakfast consists of sliced bread with different kinds of 
cheese, jam, honey and other sweet toppings. For supper, bread is traditionally eaten with sliced sausages, ham, 
cheese and vegetables like cucumber and tomato. Bread is not considered as a 
side dish but usually eaten as a main dish. As bread is eaten daily, people usually 
have a special breadbox at home, for keeping bread fresh longer. 
In Austria there are many bakeries everywhere and they offer a large choice of 
freshly baked bread. In addition to bread many bakeries sell pastries filled with 
fruits or nuts as well as cakes. Bakeries are usually open from 6 am until 6 or 7 
pm on weekdays, until noon on Saturdays and closed on Sundays. One small 
bread roll costs 25 Cent (about 36 Yen) and one loaf of bread costs between 2 or 
3 Euros (about 294 to 441 Yen).  
Austrian bakeries are different to Japanese bakeries, people do not take bread by 
themselves, they order and the shop assistant takes the bread from behind the 
sales counter. So when I first went to a bakery in Japan, I was truly surprised 
because of people taking bread by themselves. However, there are many 
differences between bread in Japan and Austria so if you once have a chance, 
please try to eat bread in Austria.

かたまり 
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健康いわくら２１ 
～アルコール編～ 

 
岩
倉
市
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康
い
わ
く

ら
２１
」
の
中
で
、
今
回
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
に

つ
い
て
の
計
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

●
み
ん
な
の
「
な
れ
た
ら
い
い
な
」
（
目
標
）
 
 
 

　
「
節
度
あ
る
飲
酒
量
を
知
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
疾
患
を
減
ら
そ
う
」
 

●
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
市
民
の
取
り
組
み
 

ア
ル
コ
ー
ル
博
士
に
な
ろ
う
 

★
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
　
「
百
薬
の
長
」
と
も

い
わ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
が
、
適
量
な
ら
ば
 

①
精
神
的
リ
ラ
ッ
ク
ス
 

②
疲
労
回
復
 

③
食
欲
増
進
 

④
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
 

⑤
血
液
循
環
を
よ
く
す
る
 

 
し
か
し
、
飲
み
す
ぎ
る
と
 

①
肝
機
能
障
害
 

②
消
化
器
系
の
障
害
 

③
生
活
習
慣
病
の
助
長
 

④
脳
の
障
害
 

な
ど
の
健
康
障
害
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
に
と
っ
て
害
に
な
る
異
物

の
た
め
、
優
先
的
に
分
解
・
無
毒
化
し
ま
す
。

し
か
し
、
毎
日
大
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
続

け
る
と
、
処
理
能
力
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
障
害

は
、
肝
臓
だ
け
で
な
く
脳
に
作
用
し
て
、
幻
覚

や
手
足
の
震
え
等
を
伴
う
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

お
酒
と
上
手
に
つ
き
合
お
う
 

★
お
酒
を
楽
し
く
飲
む
た
め
に
 

①
適
量
で
切
り
上
げ
る
…
適
量
の
飲
酒
で
あ
れ

ば
、
３
時
間
で
処
理
さ
れ
ま
す
（
体
重
６０
〜
７０

㌔
㌘
の
人
の
処
理
能
力
）
。
 

【
適
正
飲
酒
量
】
 

・
ビ
ー
ル
…
中
瓶
で
１
本
程
度
（
５
０
０
㍉
㍑
） 

・
清
酒
…
１
合
（
１
８
０
㍉
㍑
）
 

・
ウ
ィ
ス
キ
ー
・
ブ
ラ
ン
デ
ー
…
ダ
ブ
ル
で
６０

㍉
㍑
 

・
焼
酎
（
３５
度
）
…
０
・
５
合
９０
㍉
㍑
 

・
ワ
イ
ン
…
２
杯
２
４
０
㍉
㍑
 

②
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
飲
も
う
・
強
制
は

し
な
い
 

③
食
べ
な
が
ら
飲
も
う
（
た
だ
し
、
食
べ
す
ぎ

は
肥
満
の
も
と
で
す
）
 

④
週
２
回
の
休
肝
日
を
と
る
 

⑤
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
薄
め
て
飲
む
（
強
い
ア

ル
コ
ー
ル
は
胃
を
刺
激
し
ま
す
）
 

⑥
一
気
飲
み
は
し
な
い
（
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
を
急
激
に
上
げ
、
昏
睡
状
態
と
な
り
危
険
！
） 

⑦
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
（
肝
臓
は
薬
よ
り
ア

ル
コ
ー
ル
の
処
理
を
優
先
す
る
た
め
、
残
さ
れ

た
薬
の
作
用
を
強
め
ま
す
）
 

⑧
「
食
後
の
ひ
と
休
み
」
を
心
が
け
よ
う
　
 

　
食
後
の
肝
臓
は
、
栄
養
素
の
分
解
や
加
工
の

た
め
活
発
に
働
い
て
い
ま
す
。
食
後
の
３０
分
ほ

ど
は
、
肝
臓
に
血
液
が
集
中
す
る
よ
う
「
ひ
と

休
み
…
」
 

⑨
十
分
な
休
養
と
睡
眠
を
と
ろ
う
 

⑩
適
度
な
運
動
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
 

　
脂
肪
肝
の
改
善
や
健
康
づ
く
り
に
は
、
適
度

な
運
動
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
運
動
は
、
肝

臓
に
負
担
を
か
け
る
の
で
、
肝
臓
の
状
態
が
悪

い
人
は
、
医
師
と
相
談
を
し
て
か
ら
は
じ
め
ま

し
ょ
う
！
 

⑪
定
期
健
診
を
受
け
よ
う
 

　
肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
。
肝
機
能
を
調
べ
る
た

め
に
も
、
定
期
的
な
健
診
が
必
要
で
す
！
 

　
さ
あ
、
あ
な
た
は
何
か
ら
始
め
ま
す
か
？
 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５

１
１
）
ま
で
。
 

　女性の権利や義務は男性の権利や義務と
変わりありません。男女が仕事や家庭のあ
らゆる面で喜びと責任を分かち合えるのが、
男女共同参画社会です。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
－５８１９）まで。 

●法の下の平等● 



暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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　図書館では、人形劇フェスティバルを開催します。 
　楽しい人形劇や大型紙芝居など、図書館、公民館の会場で上演し
ます。　　　　　　　 
　また、実際に作って楽しむ手作りおもちゃなどのコーナーもあり、
子どもたちに喜んでもらえる催し物でいっぱいです。ぜひ、皆さん
でお越しください。　　　　 
　開演１５分前から上演会場へ入場できます。定員になりしだい入
場は打ち切りますのでご了承をお願いします。 
　また、車での来場は、ご遠慮ください。 
　と　き　９月９日（土） 
　ところ　岩倉市図書館、公民館 
　費　用　無料 
　問合先　岩倉市図書館（☎３７－６８０４） 

図書館人形劇フェスティバル 

▲
 ▲

 ▲
 ▲

 

人形劇団パン 
「ジャックと豆の木」 
「パペットボードビル」 
「月うさぎ」 

１０：００ 
 

１１：００ 

とき 内容 ところ 

図書館会議室 〜
 

〜
 

人形劇団むすび座 
「しょじょ寺のたぬきばやし」 
「ぼくのパンツ」 

１１：３０ 
 

１２：３０ 
公民館講堂 

手作りおもちゃコーナー 
９：３０ 

 
１３：００ 

図書館展示ホール 〜
 

おはなし会読み聞かせ 

１０：３０ 
 

１１：００ 
１２：００ 

 
１２：３０ 

図書館視聴覚室 

〜
 

〜
 

催し  
         

第
３４
回
岩
倉
母
親
大
会
 

●
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

　
上
映
 

  　
映
画
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

は
、
１２
才
の
少
女
敏
子
が
東
京

大
空
襲
の
体
験
を
通
し
て
、
戦

争
の
悲
惨
さ
や
恐
ろ
し
さ
を
知

り
、
そ
の
後
の
混
乱
と
厳
し
い

生
活
を
生
き
ぬ
き
な
が
ら
平
和

へ
の
願
い
を
渇
望
す
る
感
動
の

作
品
で
す
。
 

　
親
子
で
鑑
賞
し
て
、
平
和
の

大
切
さ
、
命
の
尊
さ
を
子
ど
も

た
ち
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
２４
日
(日)
①
午
前

１０
時
〜
、
②
午
後
１
時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
講
堂
 

▼
作
品
　
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

（
８４
分
）
文
部
科
学
省
選
定
 

▼
費
用
　
前
売
１
千
円
、
当
日

１
千
２
０
０
円
、
障
害
者
９
０

０
円
、
小
中
学
生
５
０
０
円
 

※
前
売
券
取
扱
い
場
所
は
ユ
ニ

ー
岩
倉
店
。
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
母
親
大
会
実

行
委
員
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
桑
山
（
☎
３
７
―

４
８
０
６
）
 

  ●
ま
ま
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ

　
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
保
育
園
父
母
の
会
連
絡
会
が

主
催
で
行
う
、
楽
し
い
歌
、
手

遊
び
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
な
ど

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
催
し

で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
９
月
２４
日
(日)
午
前
１１

時
〜
正
午
（
開
場
午
前
１０
時
３０

分
）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
参
加
費
　
幼
児
・
小
学
生
３

０
０
円
、
中
学
生
以
上
５
０
０

円
 

※
当
日
、
会
場
受
付
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会

▼
問
合
先
　
楽
し
い
親
子
の
集

い
・
子
育
て
を
語
る
会
実
行
委

員
会
神
野
（
☎
６
５
―
５
２
２

０
）
、
ま
た
は
伊
藤
（
☎
３
８

―
４
１
６
６
）
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募集  

  ●
精
神
障
害
者
交
流
会
 

　「
明
る
い
未
来
に
向
け
て
」 

  　
心
の
病
を
持
ち
な
が
ら
生
活

す
る
こ
と
は
大
変
で
す
。
地
域

で
楽
し
く
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
９
月
１９
日
(火)
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
尾
張
北
部
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
犬
山
市
大

字
塔
野
地
字
大
畔
２
１
６
）
 

▼
対
象
者
　
地
域
で
暮
ら
す
精

神
に
障
が
い
を
も
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
人
、
精
神
保
健
福
祉
関

係
者
 

▼
内
容
　
前
半
…
「
夢
を
語
る

会
」
（
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合

い
）
後
半
…
パ
ン
＆
ピ
ザ
作
り
 

▼
参
加
費
　
３
０
０
円
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
尾
張
北
部

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
６
８
―
６
３
―
０
２
２
１
）、

江
南
保
健
所
（
☎
５
６
―
２
１

５
７
）
、
福
祉
課
福
祉
係
（
☎

３
８
―
５
８
０
９
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
９
月
は
、
大
正
琴
の
心
地
よ

い
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。
 

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
聴
け
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
２４
日
(日)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
大
正
琴
ら
ら
の
会
 

▼
演
奏
曲
　「
パ
リ
の
空
の
下
」

「
枯
葉
」
「
君
恋
し
」
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
）
 

  ●
俳
句
俳
画
作
品
展
 

  　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
　
 

　
今
回
は
初
秋
の
風
物
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
９
月
２
日
(土)
〜
１７
日

(日)
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示

ホ
ー
ル
 

▼
主
催
　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
宮
田
（
☎
３
７
―

６
８
４
４
）
 

   

        ●
労
働
関
係
基
本
講
座
 

　
受
講
者
 

  　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
派

遣
労
働
者
等
の
非
正
規
労
働
者

が
増
加
す
る
な
ど
、
働
き
方
の

多
様
化
が
進
み
、
良
好
な
労
使

関
係
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
愛
知
県
尾
張
事
務
所

で
は
、
正
規
労
働
者
は
も
と
よ

り
非
正
規
労
働
者
の
労
務
管
理

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
題
材
に
講

座
を
開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
２７
日
(水)
午
後
１

時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
稲
沢
市
産
業
会
館

研
修
室
（
稲
沢
市
朝
府
町
）
 

▼
内
容
・
講
師
　
「
知
っ
て
得

す
る
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

―
採
用
か
ら
退
職
ま
で
―
」
講

師
平
野
盛
彦
さ
ん
（
名
北
労
務

管
理
事
務
所
）
　
 

「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？
　

労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ
」
愛
知
県
尾

張
事
務
所
職
員
 

▼
対
象
　
企
業
の
人
事
労
務
担

当
者
等
 

▼
定
員
　
５０
人
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
期
間
　
９
月
１
日
(金)
〜

２２
日
(金)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
尾
張
事
務

所
産
業
労
働
課
労
働
分
室
（
☎

０
５
８
６
―
７
７
―
４
１
８
１
） 

  
〜
銚
子
ヶ
峰
白
山
の
展
望
台
〜
 

●
第
１５
回
市
民
登
山
教
室

　
参
加
者
 

           　
「
銚
子
ヶ
峰
」
は
岐
阜
県
側

か
ら
白
山
に
登
る
登
山
道
上
に

あ
る
山
で
、
か
つ
て
は
奥
州
へ

落
ち
延
び
る
義
経
も
通
っ
た
道

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
石
徹
白
の
大
杉
か
ら
紅
葉
に

染
ま
っ
た
道
を
登
る
と
、
大
変

見
晴
ら
し
の
良
い
尾
根
歩
き
の

コ
ー
ス
と
な
り
、
石
徹
白
を
取

り
巻
く
山
々
を
３
６
０
度
見
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
紅
葉
の
時
期
に
合
わ
せ
、
秋

山
の
魅
力
を
十
二
分
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
帰
り
は
天
然
温

泉
の
「
満
天
の
湯
」
で
ゆ
っ
く

り
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
け
る

往
復
５
時
間
の
山
行
で
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２２
日
(日)
午
前
６

時
４５
分
集
合
、
午
後
６
時
３０
分

解
散
予
定
 

※
予
備
日
１０
月
２９
日
(日)
 

▼
と
こ
ろ
　
奥
美
濃
「
銚
子
ヶ

峰
」
１
千
８
１
０
㍍
 

▼
集
合
場
所
　
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
 

▼
募
集
人
数
　
４０
人
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
の
１６
歳
以
上
の
健

康
な
人
で
、
往
復
５
時
間
程
度

の
登
山
に
耐
え
う
る
人
（
６５
歳

以
上
は
登
山
経
験
者
に
限
る
）
 

▼
事
前
説
明
会
　
１０
月
１２
日
(木)

午
後
７
時
３０
分
か
ら
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

※
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
参
加
費
用
　
４
千
円
 

▼
申
込
方
法
　
９
月
２８
日
(木)
午

後
７
時
よ
り
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
受
け

付
け
ま
す
 

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

午
後
７
時
の
時
点
で
抽
選
し
ま

す
。
 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
申
し
込

み
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
教

育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
） 

い
　
と 

し
ろ 

い
や 
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岩倉空手道 
 
五条川空手 
 
岩倉東新町空手道 
 
岩倉女子バレーボール 
 
岩倉卓球 
 
岩倉武道館（剣道） 
 
岩倉南武館（剣道） 
 
岩倉東武館（剣道） 
 
岩倉桜武館（剣道） 
 
岩倉ソフトボール 
 
 
岩倉北野球 
 
 

岩倉南野球 
 
 
 
岩倉東野球 
 
 
五条川軟式野球 
 
 
岩倉北部サッカー 

 
 
 
岩倉ＦＣフォルテ 
 
 

岩倉柔道 
 
岩倉南部柔道 
 
岩倉バドミントン 
 
 
 
岩倉ミニバスケットボール 

名称 活動場所 とき 会費 対象 募集 申込先 
総合体育文化 
センター 

五条川小学校体育館 
 
岩倉団地集会所 
東小学校体育館 

市立体育館 
（北小学校内） 

東小学校体育館 
 

総合体育文化 
センター 

南小学校体育館 
 
東小学校体育館 
 
五条川小学校体育館 
 
中央公園 
五条川小学校グラウンド 
 
北小学校グラウンド 
 
 

南小学校グラウンド 
 
 
東小学校グラウンド 
 
岩倉団地グラウンド 
 
五条川小学校グラウンド 
 
 
石仏スポーツ広場 
 
 
 
曽野小学校グラウンド 
 
 

総合体育文化センター 
 
南部中学校弘道館 
 
五条川小学校体育館 
 
 
 
曽野小学校体育館 

水・金曜日 
午後７時～８時３０分 

月・水曜日 
午後７時～９時 

月・木曜日午後７時～９時 
金曜日午後７時～９時 

日曜日 
午前８時３０分～正午 

日曜日 
午前９時～１０時３０分 

火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 

　　　　　 〃  

　　　　　 〃  

火・木曜日 
午後７時～９時 

土曜日午後１時～５時 
日曜日午前８時３０分～正午 

土・日曜日 
午前８時～正午 
 
 
日曜日・祝日 
午前８時～正午 
 

第２・４土曜日 
午前１０時～正午 

日曜日・祝日 
午前８時～１０時 

土・日曜日午後１時～５時 
祝日午前８時３０分～午後４時 

日曜日午前８時～１０時 
第１・３土曜日午前９時～ 
１１時（４・５・６年生） 

日曜日 
午前８時３０分～１１時３０分 
第１・３土曜日 
午後１時３０分～４時 
（４・５・６年生） 

火・木・土曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

月・金曜日 
午後７時３０分～９時３０分 

日曜日 
午後１時３０分～３時３０分 

水曜日 
午後６時３０分～８時３０分 
土曜日 
午後１時３０分～６時３０分 
（初心者・低学年は２時間程度） 

会場で受付 
 
　　  〃 
 

会場で受付 
村松６６－４７４５ 

会場で受付 
今井６６－４８４４ 

会場で受付 
今井６６－４８１５ 

会場で受付 
 
　　  〃 
 
　　  〃 
 
　  　〃 
 

会場で受付 
伊藤３７－５０７７ 

会場で受付 
宮川６６－８５９０ 
 
 
会場で受付 
高柳３７－３００４ 
 
 
会場で受付 
嶋田３７－７６３５ 
 

会場で受付 
米田６６－６９３９ 

 
会場で受付 
 
 
会場で受付 
長尾３７－１５３３ 
 
 

会場で受付 
鉄屋３７－３４５２ 

会場で受付 
小林６６－６９２２ 

会場で受付 
中山３８－０２５２ 

 
 
会場で受付 

入会金２，０００円 
月　１，０００円 

入会金２，０００円 
月　１，５００円 

月　３，５００円 
 

年　３，０００円 
 

年　２，５００円 
 

年　１８，０００円 
 
〃 
 

月　１，５００円 
 

年　１８，０００円 
 

年　１３，２００円 
 

入会金１，０００円 
５・６年生　年１２，０００円 
４年生以下　年８，０００円 

入会金１，０００円 
６年生　年１２，０００ 
５年生　年１０，０００円 

４年生以下　年８，５００円 

 
入会金１，０００円 
年　９，０００円 

 

４年生以上　年１４，０００円 
３年生以下　年１０，０００円 

 
年　１２，０００円 

 
 
 
〃 
 
 

入会金１，０００円 
月　１，０００円 

〃 
 

年　３，５００円 
 
 
 

月　１，５００円 

小・中学生 
 

小・中学生 
・高校生 

〃 
 

小学生 
 

小・中学生 
 

小・中学生 
・高校生 

小・中学生 
 

小・中学生 
・高校生 

小・中学生 
 

小学生 
 

小学生 
（男・女） 

 
 

小学生 
（南小・曽野小の男女） 

 

 
小学生 

 
 

〃 
 

小学生 
（男・女） 

 
 

小学生以上 
（男・女） 

 
 

小・中学生 
・高校生 

〃 
 

小学２年生 
～高校生 

 
 

小学生 

若干 
 

多数 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
〃 
 
 
〃 

 
 
〃 
 
 
 
〃 
 
 
〃 
 
 
〃 
 

 
 
〃 

 
 
〃 
 
〃 
 

１０人 
 
 
 

多数 

　スポーツ少年団は、スポーツ好きな子どもや、スポーツをやってみたいと思っている子どもを中心とした
地域のコミュニケーションの場です。 
　岩倉市には、次のスポーツ少年団が活動しています。入団を希望する人は、随時受け付けていますので各
団へ直接お申し込みください。 
　問合先　スポーツ少年団事務局（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） 

スポーツ少年団に参加しませんか 
小・中学生・高校生の皆さん 

▲
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業 務 内 容  
応 募 資 格  
 
任　　　期 
手　　　当 
募 集 人 数  
応 募 期 限  
 
 
 
申込・問合先 

市広報等の配布 
２０歳以上６５歳以下の人 
（男女の別は問いません） 
６か月（再任も可能） 
一世帯あたり１２円 
若干名 
９月８日（金） 
※履歴書を提出していただき、
応募多数の場合は、面接のうえ
決定します。 
企画課広報広聴係 
（☎３８－５８０２） 

とき ところ 

９月１０日（日） 
午前１０時～１１時３０分 

９月２３日（土） 
午前１０時～１１時３０分 

１０月１４日（土） 
午前１０時～１１時３０分 

１０月２２日（日） 
午前１０時～１１時３０分 

第六児童館 
八剱憩いの広場東口 
東町休憩所北口 
白山公園北入口 
東新町公会堂前 
第四児童館 
下寺保育園前 
第七児童館前 
お祭り広場東側 
東部保育園前 
第二児童館横（南入口） 
新いずみ公園 
くすのきの家前 
ふれあいセンター前 
市役所北側玄関前 
中央公園東口 
岩倉郵便局前 
公民館入口 
南部老人憩の家前 
大聖寺（川井町）駐車場 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

  ●
「
第
１
回
み
の
り
の
里

　
ま
つ
り
」
バ
ザ
ー
用
品

　
ご
提
供
の
お
願
い
 

  　
日
ご
ろ
は
、
社
会
福
祉
法
人

い
わ
く
ら
福
祉
会
「
み
の
り
の

里
」
と
「
み
の
り
の
会
」
に
対

し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
毎
年
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
「
み
の
り
の
会
バ
ザ
ー
」

を
今
回
は
「
第
１
回
み
の
り
の

里
ま
つ
り
」
と
名
称
を
改
め
、

内
容
も
新
た
に
「
み
の
り
の
里
」

で
１１
月
２６
日
(日)
に
開
催
い
た
し

ま
す
。
 

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
バ
ザ

ー
用
品
と
し
て
寄
付
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
集
荷
日
時
・
会
場
　
表
を
ご

覧
の
う
え
、
お
近
く
の
会
場
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
　
食
器
、
鍋
、
日
用
雑
貨
、

台
所
用
品
、
衣
類
（
新
品
）
等
 

※
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
大
型
家
具
、
本
、

古
着
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
ス
キ
ー

板
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
 

※
台
風
の
暴
風
警
報
が
朝
の
８

時
の
時
点
で
発
令
さ
れ
て
い
た

ら
集
荷
は
中
止
で
、
振
替
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
「
み
の
り

の
里
」
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
社
会
福
祉
法
人
い

わ
く
ら
福
祉
会
み
の
り
の
里

（
☎
６
６
―
５
０
０
１
）
 

  ●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
 

  　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

市
民
体
育
祭
に
参
加
す
る
外
国

人
ゲ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

（
１
泊
２
日
）
を
受
け
入
れ
る

家
庭
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
３０
日
(土)
午
後
３

時
〜
１０
月
１
日
(日)
午
後
４
時
 

▼
募
集
家
庭
数
　
８
家
庭
 

▼
参
加
費
用
　
無
料
 

▼
そ
の
他
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

ゲ
ス
ト
は
、
９
月
３０
日
(土)
の
夜

の
市
民
体
育
祭
参
加
者
交
流
会

や
１０
月
１
日
(日)
の
市
民
体
育
祭

に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
 

▼
申
込
期
限
　
９
月
１７
日
(日)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国

際
交
流
協
会
中
山
（
☎
　
６
６

―
８
５
７
３
）
、
ま
た
は
井
上

（
☎
　
６
６
―
３
１
９
２
）
 

                         ●
い
ざ
と
い
う
と
き
救
急

　
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
 

  救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
 

☎
０
５
８
６
―
７
２
―
１
１
３
３
 

　
夜
間
や
休
日
に
、
急
病
人
や

け
が
人
が
で
た
場
合
、
あ
わ
て

な
く
て
も
い
い
よ
う
に
救
急
医

療
情
報
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号

を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
２４
時
間

体
制
で
最
寄
り
の
診
療
可
能
な

医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
 

▼
利
用
方
法
 

①
情
報
セ
ン
タ
ー
を
正
確
に
ダ

イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
情
報
セ
ン
タ
ー
が
出
た
ら
、

「
患
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
傷
病
の
よ
う
す
」
を

簡
潔
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
 

③
患
者
の
傷
病
に
適
し
た
最
寄

り
の
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
 

④
医
療
機
関
の
紹
介
を
受
け
た

ら
、
健
康
保
険
証
・
受
給
者
証

な
ど
を
必
ず
持
参
し
、
す
ぐ
に

診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

※
医
療
機
関
は
患
者
を
診
療
す

る
体
制
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
を
取
り
や
め
る
場
合
は
、

必
ず
医
療
機
関
に
断
り
の
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

岩倉市配達員を募集します 
健康  
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相 談 
その他 

  
●
結
核
予
防
週
間
 

  「
結
核
の
予
防
、み
ん
な
の
意
識

改
革
か
ら
」 

　
９
月
２４
日
(日)
〜
３０
日
(土)
は
結

核
予
防
週
間
で
す
。
 

　
結
核
は
、
昔
の
病
気
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
日
本
で
は
今

で
も
１
日
に
８２
人
の
新
し
い
患

者
が
発
生
し
、
ま
た
、
４
時
間

に
１
人
が
結
核
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
最
近
で
は
高
齢
者
の
発
生
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
改

正
さ
れ
た
結
核
予
防
法
で
は
住

民
検
診
の
対
象
者
が
１９
歳
以
上

か
ら
６５
歳
以
上
と
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
一
方
で
若
い
人
ほ

ど
結
核
と
診
断
が
つ
く
ま
で
の

期
間
が
長
く
な
り
重
症
化
し
て

い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
 

　
み
な
さ
ん
も
結
核
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
 

結
核
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
 

①
２
週
間
以
上
の
長
引
く
咳
は

注
意
信
号
！
　
早
め
に
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
結
核
は
抵
抗
力
が
弱
ま
っ
た

と
き
に
発
病
し
ま
す
。
十
分
な

睡
眠
と
食
事
・
適
度
な
運
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地
域

保
健
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
）
 

  ●
消
化
器
系
難
病
患
者
・

　
家
族
教
室
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
消
化
器

系
難
病
（
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ

び
ク
ロ
ー
ン
病
）
の
患
者
と
家

族
の
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く

会「
や
す
ら
ぎ
」を
開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
会
で
は
、
専
門
の
先
生

の
お
話
を
聴
い
た
り
、
同
じ
悩

み
を
も
つ
仲
間
や
家
族
が
集
ま

っ
て
、
日
ご
ろ
の
思
い
を
話
し

た
り
、
療
養
生
活
、
日
常
生
活

上
の
工
夫
や
問
題
の
改
善
に
向

け
て
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
３０
日
(土)
午
後
２

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
（
江

南
市
布
袋
下
山
町
西
８０
）
 

▼
内
容
　
①
講
話
「
潰
瘍
性
大

腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
に
つ
い

て
」
堤
靖
彦
さ
ん
（
尾
北
医
師

会
）
②
炎
症
性
腸
疾
患
の
食
事

に
つ
い
て
③
交
流
会
 

▼
申
込
期
限
　
９
月
２９
日
(金)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
（
難
病
担
当
）
（
☎
５
６

―
２
１
５
７
　
５
４
―
５
４
２

２
）
 

 
 

●
医
療
相
談
（
膠
原
病
）
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
膠
原
病

の
患
者
さ
ん
や
家
族
の
人
で
治

療
や
療
養
生
活
に
つ
い
て
専
門

の
医
師
に
相
談
し
た
い
人
を
対

象
に
医
療
相
談
（
無
料
）
を
行

い
ま
す
。
 

　
相
談
希
望
の
人
は
事
前
に
保

健
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
人

数
を
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
(水)
午
後
零

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
保
健
セ
ン

タ
ー
 

▼
専
門
医
　
水
谷
昭
衛
さ
ん

（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
師
） 

▼
申
込
期
限
　
９
月
２９
日
(金)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
　
５
４
―
５
４
２
２
）
 

  ●
膠
原
病
患
者
家
族
教
室
 

  　
江
南
保
健
所
で
は
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
や
強
皮
症

・
皮
膚
筋
炎
な
ど
の
膠
原
病
系

難
病
の
患
者
さ
ん
と
家
族
の
人

を
対
象
に
「
ふ
き
の
と
う
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
会
は
、
専
門
の
先
生
の

お
話
を
聴
い
た
り
、
同
じ
悩
み

を
も
つ
仲
間
や
家
族
が
集
ま
っ

て
日
ご
ろ
の
思
い
を
話
し
た
り
、

療
養
生
活
や
日
常
生
活
を
送
る

上
で
の
工
夫
や
問
題
の
改
善
に

向
け
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。
　
 

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
(水)
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
保
健
セ
ン

タ
ー
 

▼
内
容
・
講
師
　
講
話
「
膠
原

病
に
つ
い
て
」
水
谷
昭
衛
さ
ん

（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
師
）
 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
１６
日
(月)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
地
域
保
健
グ
ル

ー
プ
難
病
担
当
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
　
５
４
―
５
４
２
２
）
 

        ●
新
規
開
業
特
別
相
談
会
 

  　
岩
倉
市
商
工
会
で
は
、
新
た

に
事
業
開
業
を
計
画
さ
れ
て
い

る
人
を
対
象
に
新
規
開
業
特
別

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
 

▼
相
談
内
容
等
　
資
金
調
達
・

税
務
相
談
な
ど
 

▼
と
き
　
９
月
１０
日
(日)
、
１７
日

(日)
、
２４
日
(日)
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会
館

１
階
研
修
室
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
商
工
会

（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）
 

  ●
公
益
通
報
者
保
護
法
 

  　
近
年
、
事
業
者
内
部
か
ら
の

通
報
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
不

祥
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
こ
で
、
労
働
者
が
公
益
の

た
め
に
犯
罪
行
為
な
ど
を
通
報

し
た
こ
と
を
理
由
に
、
解
雇
な

ど
の
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
受

け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
ル
ー
ル

を
定
め
た
「
公
益
通
報
者
保
護

法
」
が
今
年
の
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

法
の
概
要
 

　
労
働
者
が
事
業
者
内
部
の
法

令
違
反
行
為
に
つ
い
て
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
公
益
通
報
を

し
た
場
合
、
通
報
者
に
対
す
る

不
利
益
な
取
り
扱
い
の
禁
止
や
、

公
益
通
報
を
受
け
た
行
政
機
関

・
事
業
者
な
ど
が
と
る
べ
き
措

置
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
 

通
報
の
対
象
と
な
る
法
律
 

　
刑
法
、
食
品
衛
生
法
、
証
券

取
引
法
、
廃
棄
物
処
理
法
、
個

人
情
報
保
護
法
な
ど
を
は
じ
め

「
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
 

つ
つ
み
や
す
ひ
こ
 

み
ず
た
に
あ
き
え
い
 

こ
う
げ
ん
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　パロマ工業による今般の措置により、パロマ
工業やガス事業者が各お客様のお宅に点検等で
伺うことになります。 
　これに乗じて悪質業者などが出てくる可能性
がありますので、注意してください。 
★パロマ工業やガス事業者から派遣されて点検
などを行う者は必ず社員証や資格証を携帯す
ることになっていますので、必ずご確認くだ
さい。 

★パロマ工業は無償で点検や交換等をするとし
ていますので有料で点検や交換をする事業者
に注意してください。 
　問合先　尾張県民生活プラザ 
　　　　　（☎０５８６―７１―５９００） 
　　　　　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２） 

▼
 

パロマ工業関連事項に乗じた 
悪質業者にご注意を 

等
の
保
護
に
か
か
わ
る
法
律
」

と
し
て
定
め
ら
れ
た
４
１
３
本

の
法
律
が
対
象
で
す
（
平
成
１８

年
４
月
１
日
現
在
）
。
 

通
報
先
 

①
事
業
者
内
部
 

②
法
令
違
反
行
為
に
つ
い
て
処

分
な
ど
を
行
う
権
限
の
あ
る
行

政
機
関
 

③
報
道
機
関
な
ど
の
事
業
者
外

部
 

②
ま
た
は
③
へ
通
報
す
る
場
合
、

通
報
先
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
要

件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
 

※
内
閣
府
公
益
通
報
者
保
護
制

度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:// 

w
w
w
5
.c
a
o
.g
o
.jp
/s
e
ika

t
s
u
/ko

u
e
ki/in

d
e
x.h

tm
l

）

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

  ●
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
 

   
屋
外
広
告
物
を
適
正
に
表
示

し
、
う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

毎
年
９
月
１０
日
は
「
屋
外
広
告

の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ポ
ス
タ
ー
、
は
り
紙
、
は
り

札
、
立
看
板
、
広
告
板
、
広
告

塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
無
秩

序
、
無
制
限
に
出
さ
れ
る
と
、

ま
ち
の
美
観
や
自
然
環
境
が
損

な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
屋
外
広
告
物
を
出
す
と
き
は
、

事
前
に
市
役
所
都
市
計
画
課
で

相
談
し
、
条
例
を
守
っ
て
、
周

辺
の
景
観
と
の
調
和
を
図
り
ま

し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
４
）
 

  ●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
 

  　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
の
有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な

い
消
費
生
活
の
た
め
に
不
用
品

デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

登
録
物
品
（
８
月
１５
日
現
在
）
 

▼
譲
り
ま
す
（
有
償
）
　
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
、
折
り
畳
み
式
自
転

車
 

▼
あ
げ
ま
す
（
無
償
）
　
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
照
明
器
具
一

式
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
す
べ
り

台（
室
内
用
）
、
ぶ
ら
ん
こ（
室

内
用
）
 

▼
求
め
ま
す
　
コ
ン
パ
ク
ト
ミ

シ
ン
、
バ
ギ
ー
、
女
児
用
服
（
新

生
児
〜
２
歳
）
、
子
ど
も
用
布

団
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
電
子
ピ
ア

ノ
・
キ
ー
ボ
ー
ド
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
 

▼
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t 
tp
://w

w
w
.c
ity.iw

a
ku
ra
.a

ic
h
i.jp

/

）で
も
確
認
で
き
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  ●
や
め
よ
う
迷
惑
駐
車
 

  駐
車
違
反
は
や
め
ま
し
ょ
う
 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
違

法
駐
車
は
交
通
渋
滞
を
起
こ
す

だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
 

　
あ
な
た
が
停
め
た
１
台
の
車

に
よ
っ
て
、
他
の
車
や
歩
行
者
、

自
転
車
が
迷
惑
し
ま
す
。
　
 

　
違
法
駐
車
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
 

交
差
点
内
や
右
側
駐
車
も
違
反

で
す
 

　
駐
車
禁
止
標
識
が
出
て
い
な

い
道
路
で
も
、
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
駐
車
方
法
や
場
所
は

違
法
駐
車
と
な
り
、
取
り
締
り

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
農
地
の
中
の
道
路
に

も
駐
車
し
た
車
を
よ
く
見
か
け

ま
す
が
、
農
作
業
の
迷
惑
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
駐
車
場
を
借
り
る
な
ど
し
て
、

迷
惑
駐
車
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

守
ろ
う
マ
ナ
ー
 

　
狭
い
道
で
の
駐
車
は
、
た
と

え
短
時
間
で
も
、
子
ど
も
の
飛

び
出
し
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

　
歩
行
者
や
自
転
車
が
安
全
に

道
路
を
通
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
交
通

課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
）
 

指名競争入札結果 

都市計画基本図修正業務 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

７／２５～Ｈ１９／３／３０ 

７／２８～１１／２４ 

７／２８～１１／１７ 

８／４～１２／２２ 

８／４～１１／２４ 

（７月２０日～２７日） 

８，９２５，０００ 

８，１９０，０００ 

６，５１０，０００ 

６，９３０，０００ 

５，６７０，０００ 

アジア航測㈱名古屋支店 

㈲八信建設 

㈲山本建設 

㈱大栄企業 

㈱松本工務店 

岩倉市全域 

井上町外１地内 

神野町外１地内 

八剱町地内 

大市場町外１地内 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間 
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

  
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

  　
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

外
出
す
る
機
会
も
増
え
る
な
ど

人
や
車
の
動
き
が
活
発
に
な
り

ま
す
。
 

　
一
方
で
、
こ
の
時
期
は
日
没

時
刻
が
日
増
し
に
早
ま
り
、
夕

暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通

事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
、
特

に
高
齢
者
が
事
故
に
遭
う
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
 

　
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

さ
ん
に
安
全
運
転
の
励
行
と
高

齢
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
の
実

行
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
、
職
場
で
交
通
安

全
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
、
秋
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 

▼
期
間
　
９
月
２１
日
(木)
〜
３０
日

(土)
 

▼
重
点
目
標
 

★
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
 

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故

を
な
く
そ
う
 

★
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ

う
 

★
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動

（
交
差
点
で
黄
信
号
で
も
止
ま

る
運
動
）
を
推
進
し
よ
う
 

 
 

●
空
き
巣
・
忍
び
込
み
に

　
ご
用
心
！
 

 　
 

　
最
近
、
住
宅
を
狙
っ
た
空
き

巣
被
害
や
、
忍
び
込
み
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
７
月
ま
で
の
間
に
、
空

き
巣
が
５７
件
、
忍
び
込
み
が
１５

件
発
生
し
て
お
り
、
主
な
手
口

と
し
て
、
ガ
ラ
ス
破
り
が
約
６０

㌫
、
無
施
錠
が
約
３０
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。
市
内
の
忍
び
込
み

被
害
は
、
愛
知
県
内
で
多
発
し

て
い
る
地
域
に
該
当
し
、
特
に

南
部
地
区
に
被
害
が
集
中
し
て

い
ま
す
。
 

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

外
出
時
や
就
寝
前
に
は
必
ず
施

錠
の
確
認
を
し
て
、
貴
重
品
は

寝
室
へ
持
っ
て
い
く
な
ど
、
ご

家
族
の
皆
さ
ん
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
） 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

 　
 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
相
談
に
よ
る
家
族
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
 

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題
解

決
、
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見

直
し
、
借
入
金
の
法
的
整
理
後

の
生
活
再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
、

架
空
請
求
、
悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
書

等
の
借
入
の
分
か
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
―
３
６
２
０

―
７
６
５
４
）
 

  ●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

        　
 

　
献
血
の
際
に
は
、
事
前
に
血

液
の
比
重
検
査
の
ほ
か
、
問
診

や
血
圧
測
定
な
ど
の
検
査
を
行

い
、
総
合
的
に
健
康
状
態
を
判

断
し
て
か
ら
献
血
の
適
否
を
決

め
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
１０
日
(日)
 

▼
と
こ
ろ
　
東
町
会
館
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
 

★
子
ど
も
た
ち
の
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
事
件
…
親
子

　
で
学
ぶ
情
報
モ
ラ
ル
 

 　
　
　
　
長
谷
川
　
元
洋
　
著
 

分
類
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
電
子
工
学
 

        　
著
作
権
・
肖
像
権
の
侵
害
、

デ
ジ
タ
ル
万
引
き
、
援
助
交
際
、

な
り
す
ま
し
メ
ー
ル
、
ネ
ッ
ト

い
じ
め
、
架
空
請
求
…
。
あ
な

た
の
子
ど
も
は
大
丈
夫
で
す

か
？
 

　
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
安
全
と
危
険
を
事
例
で
解

説
し
ま
す
。
 

児
童
新
着
図
書
　
 

★
知
ら
な
い
ま
ち
　
 

　
　
　
た
し
ま
せ
い
ぞ
う
　
作
 

★
わ
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
 

 
　
　
お
お
し
ま
た
え
こ
　
作
 

新
着
図
書
の
紹
介
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  ●
子
育
て
相
談
 

 　
 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
ど
も
の
遊
び
や
生
活
・
し

つ
け
な
ど
、
子
育
て
に
不
安
を

感
じ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時

な
ど
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば

せ
な
が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話

し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
問
合
先
 

表
の
と
お
り
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっ
ていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩を
いただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
９月１月（金）午前１０時～午後３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
９月３日（日）、９月１７日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
９月４日（月）午後１時～３時３０分 
■人権相談 
９月８日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
９月８日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
９月１２日（火）・２７日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前
９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先
着順、電話可）。 
■登記相談 
９月１３日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
９月１４日（木）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
９月１４日（木）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
９月１５日（金）　 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
９月２５日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一
人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。経
験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。お
気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、振替
休日を除く） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

▲
 

▲
 

Advice  and  Consultation  for  Foreigners 
(Iwakura  International  Exchange  Society) 
３.Sep(Sun) . １７.Sep(Sun) １３:００～１５:００ 

Consulta  em  Prol  dos  Estrangeiros 
(Associacao  Internacional  de  Iwakura) 
３/Set(domingo) . １７/Set(domingo)  Das１３:００～１５:００hs

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

　気軽にお金を借りられることから、サラリーマン
金融（サラ金）の利用に関するトラブルが起きてい
ます。 
　また、これが原因で、家庭の崩壊や犯罪にまでな
ってしますような悲しいケースが目立ち、社会問題
にもなっています。　 
　こうした悲劇を未然に防ぐには、トラブルが起こ
る前に、できる限り早く法律の専門家に相談をする
ことが大切です。 
　岩倉市では、愛知県弁護士会が開設している「サ
ラ金・クレジット被害相談」と「消費者被害相談」
に相談された場合に、その相談料の５，２５０円を
補助しています。補助を受けるには、事前に市民相
談室で相談を受けることが必要です。 
　詳しくはお問い合わせください。 
　問合先　市民相談室（☎３８－５８２２） 

サラリーマン金融の相談料を補助 

▼
 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎ 
３８－３９１１ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

大市場町順喜１１ 
☎ 
３８－２３８７ 
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三
輪
桂
三
・
美
恵
子
さ
ん
の
長
男

真
史
く
ん（
９
歳
）、
二
男
真
琴
く
ん

（
５
歳
）、
三
男
知
士
く
ん（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
い
つ
も
マ
イ
ペ
ー
ス
の
ま
あ
く
ん
、

や
ん
ち
ゃ
だ
け
ど
人
思
い
の
ま
こ
っ

ち
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
な
が
ら
色

々
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
さ
と
く

ん
。
 

　
そ
ん
な
３
人
が
揃
う
と
大
変
な
時

も
あ
る
け
ど
一
緒
に
お
風
呂
に
入
っ

て
い
る
時
は
幸
せ
を
感
じ
る
よ
♥
　

元
気
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！
 

　
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
子
に

育
っ
て
ね
。
 

真
琴
く
ん
（右） 

ま   

こ
と 

ま
さ
　
と 

知
士
く
ん（
中
央
）
 

さ
と
　
し 

真
史
く
ん
（左）
 

み
　
わ 

け
い
ぞ
う 

み
　
え
　
こ 

遊
び
を
通
し
て
親
子
が 

ふ
れ
あ
う 

　
　
　 

ミ
ッ
フ
ィ
ー
ク
ラ
ブ 

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

             
こ
ん
に
ち
は
、
ミ
ッ
フ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
で

す
。
 

　
私
た
ち
は
、
月
２
回
（
第
１
・
第
４
火

曜
日
）
の
ミ
ッ
フ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
が
と
っ
て

も
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。
 

 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
ま
ん
ま
る
ち
ゃ
ん

や
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
手
遊
び
し
た
り
、

踊
っ
た
り
、
お
友
達
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
は
、
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

わ
が
子
の
と
っ
て
も
お
気
に
入
り
の
絵
本

を
紹
介
し
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
読
ん
で
く
れ
る
お
母
さ
ん
。

そ
ん
な
お
母
さ
ん
を
子
ど
も
た
ち
は
と
っ

て
も
う
れ
し
そ
う
に
見
つ
め
て
い
ま
す
。
 

　
同
じ
年
ご
ろ
の
子
ど
も
た
ち
を
持
つ
お

母
さ
ん
た
ち
と
も
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
相

談
し
あ
っ
た
り
、
学
び
あ
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
 

　
今
年
は
、
大
き
な
こ
い
の
ぼ
り
を
み
ん

な
で
作
っ
て
そ
れ
を
児
童
館
に
飾
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
麦
粉
ね
ん
ど
遊

び
や
新
聞
紙
遊
び
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
 

　
今
年
１
年
、
親
子
共
々
楽
し
め
る
成
長

し
あ
え
る
サ
ー
ク
ル
に
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
南
部
保
育
園
内
☎
３
８
―
３
９
１
１
）
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田
島
克
弘
・
久
美
子
さ
ん
の
長
男

大
志
く
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
た
い
し
の
言
葉
は
と
っ
て
も
シ
ン

プ
ル
。
だ
け
ど
父
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ

ん
に
は
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
り
ま
す
。
最

近
次
々
と
新
し
い
言
葉
を
発
し
て
く

れ
て
楽
し
い
毎
日
で
す
。
 

　
大
き
な
声
で
「
と
ー
う
と
〜
」
と

呼
ぶ
の
も
上
手
だ
よ
ね
。
時
々
、
誰

を
呼
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
け

ど
！
 

　
食
卓
で
、
お
風
呂
で
、
お
布
団
で
、

こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ
り

し
よ
う
！
 

大
志
く
ん 

た
い
　
し 

た  

じ
ま 

か
つ 

ひ
ろ 

く
　
み
　
こ 

地震対策は万全でしょうか？��〜命を落さないために〜
●あいち防災リーダー　　宮 田 智 子  

み や 　  た 　  さ と 　  こ  

　地震対策では、「自分の命、家族の命を守るには」と

いうことが基本になります。まず、自分の家が安全かど

うかを知ることが何よりも大切です。 

　岩倉市では、昭和５６年５月３１日以前に着工された

一戸建ての木造住宅については無料で耐震診断を行って

います（詳しくは、１３ページに掲載）。 

　次に、家の中では身の回りを点検し、不備な点を整備

しておきましょう。 

具体的には 

★出来るだけ避難しやすい部屋にする。 

★安全に避難できるように、通路や出入り口には物を置

かない。 

★寝室には家具を置かない。 

★家の中の段差を出来るだけ少なくする。 

★火災防止のため、なるべく裸火をつかわない器具をつ

かう（ストーブなどは耐震自動消火装置付きのものを

使用するようにし、周囲に燃えやすいものを置かな

い）。 

★住宅用防災機器の設置（廊下、階段などは滑りにくい

ようにする）。 

★家具類は、市販の固定器具などで転倒しないように補

強し、壁や柱にぴったり付けて置く。 

★家具の配置を工夫して家の中に逃げ場としての安全な

空間を確保する。 

★ブロック塀や石垣門柱などは、倒れたり、崩れたりし

ないか点検し、弱い部分は補強する。 

★屋根のアンテナはしっかり固定されているか点検する。 

★腐食したり、めくれているトタン板の屋根は早めに取

り替える。 

★ベランダに植木鉢などを

置く場合は、落ちないよ

うに配置する。 

★プロパンガスのボンベは

鎖でしっかり固定してお

く。 

などが考えられます。 
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▲４年生の授業 

 落
語
家
、
司
馬
龍
鳳
さ
ん
を
お
招
き
し
て
 

 　
本
校
の
今
年
の
教
育
テ
ー
マ
は
、
「
仲
間
と

か
か
わ
っ
て
学
び
深
め
る
子
を
め
ざ
し
て
―
表

現
す
る
力
に
焦
点
を
あ
て
て
―
」
で
す
。
「
聞

い
て
理
解
す
る
力
」
「
自
分
の
意
志
を
上
手
に

表
現
す
る
力
」
、
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
力
を

つ
け
て
い
く
こ
と
で
身
に
付
い
て
い
く
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
の
育
成
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
能
力
を
高
め
る
に

は
、
「
落
語
」
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
「
落

語
」
を
通
し
て
豊
か
な
表
現
方
法
や
自
分
の
気

持
ち
を
上
手
に
伝
え
る
方
法
を
身
に
つ
け
た
り
、

落
語
の
人
情
に
触
れ
る
こ
と
で
、
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
 

 
そ
こ
で
、
落
語
家
の
司
馬
龍
鳳
さ
ん
に
指
導

を
依
頼
し
、
一
学
期
は
、
全
学
年
、
全
ク
ラ
ス

で
、
龍
鳳
さ
ん
と
と
も
に
、
日
本
語
や
表
現
力

を
学
ぶ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

▲２年生の授業 

曽野小学校 

教育に落語を取り入れた取り組み

は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
 

●
犬
　
「
こ
こ
ほ
れ
、
ワ
ン
ワ
ン
！
」
 

●
じ
い
さ
ん
　
「
お
っ
！
　
こ
こ
に
、
た
か

ら
も
の
が
、
あ
る
の
じ
ゃ
な
あ
。
よ
し
、

掘
っ
て
み
よ
う
。
あ
れ
、
ご
み
し
か
出
な

い
ぞ
。
だ
ま
し
た
な
あ
、
こ
の
犬
。
」
 

【
じ
い
さ
ん
、
怒
っ
て
犬
の
し
っ
ぽ
を
引

っ
張
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
犬
が
ひ
と
言
】 

●
犬
　
「
は
な
さ
ん
か
、
じ
い
さ
ん
　
は
な

さ
か
　
じ
い
さ
ん
。
」
 

３
年
生
の
授
業
 

３０
分
放
課
の
落
語
会
 

▲
 

▲
 

し
　
ば
り
ゅ
う
ほ
う 

せ
ん 

す 

ざ
お 

 授
業
の
中
で
 

 　
低
学
年
の
授
業
で
は
、
子
ど
も
を
主
人
公
に

し
た
落
語
を
聞
い
た
後
、
落
語
家
が
使
う
扇
子

や
手
ぬ
ぐ
い
の
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
し
ぐ
さ
で
、
扇
子
が

バ
ッ
ト
や
釣
り
竿
に
な
っ
た
り
、
手
ぬ
ぐ
い
が

本
や
食
べ
物
に
な
っ
た
り
す
る
の
を
見
て
、
驚

き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
落
語
の
中
に
出
て
く
る
、
「
怒
る
」

「
泣
く
」
「
笑
う
」
と
い
う
感
情
を
大
き
な
動

作
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
表
現
力
に
拍
手
、

拍
手
で
楽
し
く
授
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

　
言
葉
遊
び
で
は
、
動
物
を
使
っ
た
言
葉
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
「
サ
イ
」
と
い
う
言

葉
か
ら
「
サ
イ
ダ
ー
」
「
さ
い
ふ
」
「
さ
い
こ

ろ
」
「
く
さ
い
」
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
…
と

次
々
と
言

葉
を
作
り

出
し
て
い

ま
し
た
。
 

　
中
・
高

学
年
で
は
、

落
語
を
聞

い
た
後
、

「
は
な
さ

か
じ
い
さ

ん
」や「
う

ら
し
ま
た

ろ
う
」
な

ど
の
小
話

に
挑
戦
し

ま
し
た
。

顔
の
表
情
や
動
作
の
仕
方
を
練
習
し
た
後
で
、

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

            　
「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」
で
は
、
犬
、
じ
い

さ
ん
、
ナ
レ
ー
タ
ー
の
三
役
に
分
か
れ
て
演
じ

た
子
ど
も
た
ち
。
「
お
ち
」
ま
で
し
っ
か
り
言

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 お
母
さ
ん
方
の
協
力
 

 　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ラ
ビ
ッ
ト
」

の
お
母
さ
ん
方
を
中
心
に
、
「
落
語
」
を
教
育

に
取
り
入
れ
る
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
落
語
に
関
係
の
あ
る
絵
を
描
い
た
り
、

授
業
の
中
で
演
技
指
導
の
お
手
伝
い
を
し
た
り

し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
 



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　８月５日、岩倉山車夏まつり（宵まつり）が行われ、
くすのきの家では３台の山車が集まり、からくり実演
などが披露されました。 
　この夏まつりは、下本町神明生田神社、中本町神明
大一社の祇園祭、大上市場新溝神社の天王祭として開
催され、提灯をつけたそれぞれの山車が岩倉街道を巡
行しました。 
　集まった多くの皆さんは、夏の夜空に浮かぶ提灯の
幻想的な明かりに心を奪われていました。 

　８月４日、地域交流センターみどりの家で小学生１２
人が手作りの楽器で、セントラル愛知交響楽団のメン
バーと「大きな古時計」「お祭りマンボ」を演奏しま
した。 
　７月３１日に、竹を材料にのこぎりや彫刻刀で穴を
空けたり、表面に溝を刻んだりして、こすって音を出
す「ギロ」などを完成させ、この日の演奏会を迎えま
した。 
　プロの団員を前に、少し緊張した面持ちだった子ど
もたちも、演奏が始まるとリズムよく手作り楽器で音
を奏で、会場を訪れた皆さんから大きな拍手が送られ
ていました。 

手作り楽器でチクタク♪チクタク♪ 
～手作り楽器でセントラル愛知交響楽団メンバーとコラボレーション！～ 

　８月６日、八剱憩いの広場と周辺の五条川で「水辺
まつり２００６」が行われ、家族連れなど約４００人
が訪れました。この行事は、岩倉市と岩倉の水辺を守
る会が共催で行い、「五条川の自然を大切にする」と
いう気持ちを育てるために行われました。 
　水面に水上アスレチックが設けられたほか、いかだ
下りも行われ、中には自ら川に飛び込む子どももいる
など、五条川は子どもたちの楽しそうな声に包まれて
いました。 

五条川でいかだ下り 
～水辺まつり２００６～ 

宵まつりに酔いしれる 
～岩倉山車夏まつり～ 
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            男性／24,284人（＋10人） 
            女性／24,311人（＋20人） 
         世帯数／19,912世帯（＋18世帯） 
        （８月１日現在、（　）内は前月１日現在との比較） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119
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古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民健診 

★三種混合 

★離乳食教室　★基本健康診査　★住民健診 
分別収集／八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日／中本町･東町･中野町･鈴井町 

★基本健康診査　★住民健診　 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

★基本健康診査　★住民健診　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日／下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★基本健康診査　★住民健診 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民健診 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民健診 

★すくすく育児教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

健康相談（ふれあいセンター）　はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 

★乳幼児健康相談　★母親教室第３回　★BCG 
野菜の広場／岩倉駅地下道 
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第 7 回  
山内一豊・千代 紀行山内一豊・千代 紀行

「一豊初所領地　唐国」 
　天正元年、一豊公ヲ牧村氏御取持ニテ江州長浜城、木下藤吉

郎公之御幕下に属し、唐国ニテ四百石ヲ御知行サレ…（山内家

資料・一豊公記）。 

　一豊初所領地唐国は、長浜市の北虎姫町にあり、町の南端を

姉川が西に流れ、高時川、田川も町内を斜めに流れ合流して琵

琶湖に注いでいる。 

　僅か４００石とはいえ唐国は、北国街道沿いにある交通の要

衝として重要な場所であった。近くの虎御前山は標高２２９㍍

の独立丘陵で、小谷城と対峙した織田軍の拠点で、先端部の小

谷城に最も接近した木下藤吉郎の陣所では、若き一豊は陣働き

に励んでいる。 

　虎御前山からも、唐国からも伊吹山が見える。伊吹山からの

日の出に一日が始まり、琵琶湖の地平に日が沈むと一日が終わ

る唐国。特に、この地から眺める伊吹山は美しく「姫伊吹」と

呼ぶ伊吹山を愛する思いの近江ことばの柔らかさは好きだ。 

　　　　　　　　　岩倉市文化財保護委員会委員長　中山春義 
なか やま はる よし 

きた とら ひめ 

あね たかとき た 

わず ほっこく 

とら　ご　ぜんやま 

お　だにじょう 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　休日急病診療（長谷川義夫　長谷川外科） 

　休日急病診療（寺澤正恭　寺澤内科小児科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

▲若き一豊が陣働きに 
励んだ木下藤吉郎の陣 
所（虎御前山） 

一豊初所領地碑▲ 
(長浜市北虎姫町)




